
山口大学構内遺跡調在研究年報VIII

1 9 9 0 

山口大学埋蔵文化財資料館



山口大学構内遺跡調在研究年報VIlI

YAMAGUCHI UNIVERSITY 

A 囚

●● KAMEYAMA CAMPUS 

YOSHIDA CAMPUS 
‘ 

二；；〗し這食HIKARI CAMPJ ゜`
TOKIWA0CAMPUS~ ~ 亨

50km•D 索 0 : 

I I fl 

1 9 9 0 

山口大学埋蔵文化財資料館



例ロ

1. 本書は、山口大学埋蔵文化財資料館が埋蔵文化財資料館運営委員会の指示を受けて、昭和63年

度に山口大学構内で実施した調査の報告書である。また、付篇 Iとして昭和60・61年度の遺跡

保存地区の発掘調査、付篇IIとして昭和54年度の本部2号館新営に伴う発掘調究の成果を報告

する。

2. 現地における調査・研究は資料館員河村吉行・木村元浩が担当し、遺跡保存地区の発掘調査は

山口大学人文学部考古学研究室、本部 2 号館新営に伴う発掘調査は人文学部考古学研究室• 山

口県教育委員会の協力を得た。出土遺物の整理は主に河村・木村が行ない、同館員古賀真木子

（旧姓小川）が援助した。

3. 調査・研究における事務一般は事務局庶務課庶務係が統括し、実施面においては各関係部局の

事務部があたった。

4. 遺構の実測は、人文学部考古学研究室の協力のもと河村・木村が行ない、遺物の実測は、第 2

章を木村、付篇 I・IIを河村が行なった。

5. 製図は、第 2章第 2節 1を木村、他を古賀が行なった。

6. 本文の執筆は、第2章を河村・木村が分担し、付篇 I・IIを河村が行なった。

7. 現地における写真撮影および遺物の写真撮影は河村が行なった。

8. 石器の石質鑑定は山口大学理学部教授、松本往夫氏に依頼し、懇切な御教示を得た。記して感

謝の意を表したい。

9. 本書の編集は館員が協力して行なった。

10. 調査・研究においてはカラースライドを作成しており、出土遺物とあわせ埋蔵文化財資料館が

保管している。広く活用されることを希望したい。

11. 調査組織は次のとおりである（昭和63年度• 平成元年度）。

調査主体 埋蔵文化財資料館 館 長 黄 基雄〔～平成元年4月2日〕

，，， 近藤喬ー〔平成元年4月3日～〕

館 員 河村吉行

，，，， 木村元浩〔～平成元年10月15日〕

，，， 杉原和恵〔～平成元年3月30日〕

，，， 小川真木子〔平成元年4月1日～〕

事務局 事務局長 大谷 骰〔～昭和63年3月31日〕

，，， 有地成光〔昭和63年4月1日～〕

本部庶務部 部 長 田中武雄〔～平成元年3月318〕
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事務局 本部庶務部 部 長 菊地洋男〔平成元年4月1日～〕

庶務課 課 長 竹下寛美〔～平成元年3月31日〕

~ 佐野紀 〔平成元年4月1日～〕

課長補佐 大多和泰則〔～平成元年3月31日〕

~ 宮原毅 〔平成元年4月1日～〕

庶務係 係 長 野村宗成〔～平成元年7月31日〕

~ 楠元敏胤〔平成元年 8月1日～〕

本田正春〔～平成元年 3月31日〕

小野静生〔平成元年4月1日～〕

坪井厚子

三浦勝弘〔昭和63年4月1日～〕

山下京子〔昭和63年5月20日～〕

12. 調査・研究にあたって下記の方々の多大な御協力と援助を受けた （官職は昭和63年度）。

山口大学事務局庶務部人事課長石川恒雄、同課長補佐増谷泰、同係長有吉明、

同係藤井純朗、池本誠也

経理部部長真塩実、主計課長木野光郎、同課長補佐宮原毅、

経理課長七木田皓亮、同課長補佐河野繁之、総務係長 田中善人、

監査係長石崎啓介、管財係長小林和生、用度係長梅村馨、

用度主任谷本信之、管理主任正司三喜男、同係須藤馨

施設部部長藤岡骰、企画課長竹田忠文、建築課長東山邦雄、同課長補

佐萩尾次男、設備課長久芳稔、総務係長松永次郎、総務主任

三村文雄、建築第一係長藤井幸、同係小川賀津夫、澤谷弘美、

建築第二係長稲垣賓造、同係 河田徹也、電気係長吉永峯生、同係

松田清司、機械係長鈴木輝美、同係鹿嶋正則、板垣健一

学生部部長青木秀夫、次長 中山昭成、学生課長岡本昭夫、同課長補佐

嶋本拓司、学生係長佐藤正治、同係磯部孝至、金重達也

教育学部

経済学部

大学会館主任端野輝昭

事務長西澤喜昭、同補佐 中村義満、庶務係長松本正史、会計係長

森本茂雄、附属山口中学校長和田 章、同副校長 田中健二、

附属光中学校長 門前貞三、同副校長 藤山照夫、山口附属学校係長

林威、附属光小学校長三浦肇、同副校長河村龍式

附属光学校係長 長谷知之

事務長原田晃威、庶務係長廣政登、会計係長中島岩弘
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教養部 事務長梅原儀助、庶務係長野中章彦、会計係長伊藤敏穂、同係

三原秀脇、櫻井健二、藪達己

医学部 事務部長吉田博次、同次長宮脇照男、総務課長新田正人、同課長

補佐廣石輝男、管理課長 出口小太郎、同課長補佐兵頭欣二、

西野雅博、庶務係長原和男、管理係長 中村文穂、経理係長

野澤章三、施設係長 三浦幸一、設備係長 山本安雄、環境係長

山本直行

工学部 事務長元永道徳、事務長補佐柳等、庶務係長片山正雄、

会計係長石川恒夫

人文学部考古学研究室

山口県教育委員会 渡辺一雄戸成崇和（現山口県立大嶺高等学校）

宇部市シルバ一人材センター

末広産業

調査補助員

く遺跡保存地区の発掘調査＞

（昭和60年度）

乾風千絵、岡村昌彦、杉原和恵、杉本とも子、森下靖士、吉田 寛、米倉智美、上野文子、

小田信子、柏本秋生、高下洋一、定池博之、菅波正人、内山 治、辛島慎治、久野孝一、

西本泰子、馬場道則、鱒村礼子、森 恒裕〔人文学部考古学研究室〕

（昭和61年度）

森下靖士、吉田 寛、内山 治、辛島慎治、久野孝一、富樫孝志、中原章子、馬場道則、

鱒村礼子、南時夫、森恒裕、風間忠雄、鎌田ちのい、小畑三秋、西川徹、西田巌、

村上智裕、舟橋加恵、前田晴美、綿重雅子〔人文学部考古学研究室〕

く本部2号館新営に伴う発掘調査＞

石井龍彦、石橋玲、井上直明、岡谷優子（旧姓井本）、岩崎仁志、亀谷尚子（旧姓藤井）、

賀来孝代（旧姓杉野）、別府洋二、渡辺泰子（旧姓松尾）、渡辺 晃〔人文学部考古学研究室〕

作業員

有馬由里子、伊藤康浩、片山由香、中 則博、難波京子、武永光史、谷口只敏、福田健治、

福田泰一郎、森原久男、山口悦子、山本 毅、吉岡 京、足立セツ子、有吉由紀子、石津彰子、

糸永 均、岡本静枝、岡本弘子、岡屋知子、北村カヨ子、黒坂千代子、師子角由紀子、

杉山幹男、高木悦子、谷川美彩世、中村多恵子、西見利子、早川幸子、藤井ヨシ子、藤原啓子、

峯重つや子、宮家静代、村田治枝、山縣初子

-m — 



凡 例

1. 吉田構内における調査地区および層位、遺構の位置は国土座標を基準として北から南へ1-24、

西から東へA-Zの番号を付して50m方眼に区画した構内地区割のA-24区南西隅を起点（構

内座標x=O, y=O) とする構内座標値で表示する。なお、平面直角座標系第m系における
座標値 (X, Y) と構内座標値 (X' y) とは下記の計算式で変換される。

x = X +206,000 

y =Y + 64,750 

2. 各遺構は下記の記号で表記することがある。

竪穴住居跡……SB,土城……SK,井戸…… w,溝……SD,河川跡……NR
3. 本書に使用した方位は、吉田構内では国土座標を基準とした真北、他構内では磁北を示す。

4. 標高数値は海抜標高を示す。

5. 竪穴住居跡の床面積は 1/20の図面をもとに、オーバックプラニメーター OOlRで5回測定し、

その平均値を記した。

6. 本文中の遺物番号は、挿図・図版・遺物観察表の番号と一致させた。

7. 遺物・土層の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」 (1976)に準拠した。

8. 土器の実測図は下記のように器種分類した。

断面黒ぬり……須恵器、須恵質土器，断面白ぬり……縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土

器、瓦質土器、瓦，断面網目……陶磁器

9. 土器の器面調整については、断面周囲に調整の境界を記し、境界間に下記の略記号により明示

した。ただし、風化等による不明部分は無記入とした。

【土器実測図の調整凡例】

〔種類〕

N・・・・・・ナデ (Nhヘラナデ）

y ...... 横ナデ(Yhヘラ横ナデ）

H ...... 刷毛月、 M …••• ミガキ

K ... ・・・ケズリ、 T..... ・タタキ

A ... ・・・タタキ当て具痕、 C..... ・カキ甘

J ...... 条痕、 u..... ・籠釉、 X... …条線
HK .. , ... 底蔀ヘラ切り、IK.. , ... 底綿糸切り

I ...... 板甘圧痕、 Oy.. , ・・・指オサエ

〔先後関係〕

H -N……刷毛且のちナデ

1 : 口縁部内外面横ナデ。胴部は外面縦刷毛目、内面は横刷毛目が一部にみられるが調整不明。

2 : 外面刷毛目のちナデ。裾端部は横ナデする。内面は、脚柱部ヘラケズリ、裾部横刷毛目。

3 : 外面平行タタキ、内面はのち当て具痕をナデ消す。

4 : 底部内面のみナデが観察できるが、あとは内外面とも調整不明。
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第1章 昭和63年度山口大学構内遺跡調在の概要

山口大学構内には、縄文時代後・晩期から江戸時代にかけての集落跡として著名な吉田

地区（吉田遺跡）をはじめ、県内各地に分散する附属施設を含む地区に周知の遺跡が埋存

している。山口大学埋蔵文化財資料館は学内共同利用施設として、これら各地区において

現状変更を伴う諸工事に際し、埋蔵文化財保護の観点から調査・研究を行なっている。す

なわち、埋蔵文化財調査を要する場合は、埋蔵文化財資料館運営委員会の議を経て、周辺

における既往の調査結果や工事内容等を勘案しながら、埋蔵文化財に対する影響の度合に

応じて立会、試掘、事前に区分した各調査方法によって発掘調査を実施し、保護措置を講

じている。

今年度は12件の立会調査を実施した (Tab. 1) 。

Tab. 1 昭和63年度山口大学構内遺跡調介一覧表

調査
調 査 名 構内地区 構内地区割 調査面積(nf) 調査期間 挿図番号

区分

教養部複合棟新営に伴う
吉田構内 I -16 l 4月15日

Fig.90 
自転車置場移設 -101 
国際交流会館新営に伴う

吉田構内 0-22 35 
4月27日 Fig. 90 

排 水 応目 埋 設 4月28日 -102 
教養部複合棟新営に伴う

吉田構内 J -18 l 5月10日
Fig. 90 

ケ ブ ル 埋 設 -103 
F-19 

11月18日 Fig.90 止I, サッカー・ラグビー場改修 吉田構内 G-19 25 
H-19・20 

1月27日 -104 

消 防 用 水 設 置 吉田構内 K・L・M-22 7. 5 3月29日
Fig.90 
-105 

医学部附属病院病棟新営 小串構内 300 
6月8日～ Fig. 91 
6月22日 -17 

医学部運動場整備 小串構内 220 3月7日
Fig. 91 
-18 

会 工学部焼却炉上屋新営 常盤構内 225 l月6日
Fig.92 
-6 

教育学部附属山口中学校
亀山構内 35 

12月19日 Fig.94 
屋内消火栓設備改修 2月6日 -8 

教育学部附属光小学校
光構内 10 5月26日

Fig. 95 
遊器具移設 -6 

教育学部附属光小学校
光構内 0.5 8月26日

Fig.95 
屋外スピーカー設置 -7 

経済学部 7号職員宿舎
l 4月1日

公共下水道切替

-1-



昭和63年度山口大学構内遺跡調介の概要

吉田構内の調杏（本部、人文•教育·経沼理·農の各学蔀、教養菰：山日市大字吉田1677- 1、教育学蔀附属養護学校：伺吉旧3003所在）

実施した 5件の立会調究のうち、 4件の調杏で遺物あるいは遺物包含層、遺構が認めら

れた。

キャンパスの中央部で行なわれた教養部複合棟新営に伴う自転車置場移設工事では、木

炭を含む黒褐色砂質土の堆積が認められた。同層は過去に検出されている弥生土器を含む

Fig. 1 山口大学吉田・亀山両キャンパス位置図

-2-

黄灰色粘質土の遺物包含層の上位に堆積

しており、色調、組成などから遺物包含

層の可能性が高い。したがって、同地域

では少なくとも 2枚の遺物包含層の堆積

が想定されるに至った。

キャンパスの南端部で行なわれた国際

交流会館新営に伴う排水管埋設工事では、

遺物包含層、遺構を検出した。遺物包含

層は弥生土器および弥生土器・須恵器を

含む色調、組成の異なる 2層が確認され

た。検出地点が異なり、また、遺物は量

的にも少なく、時期が特定できなかった

ため、両層の堆積層順は明らかでない。

遺構は河川跡ないしは溝を検出した。検

出面で幅約80cmの規模をもち、北西ー南

東に走行するが、遺物は出土しておらず、

時期は不明である。

キャンパスの南西部で行なわれたサッ

カー・ラグビー場改修工事では、木炭を

多量に含む黒褐色土の堆積が認められた。

同層の検出面は南に隣接する「遺跡保存

地区」で検出される遺構の検出面より低

く、色調、組成および周辺の立地などか

ら竪穴住居や土城などの遺構の埋土と考

えられる。なお、工事による掘削は当初、



昭和63年度山口大学構内遺跡調介の概要

同層に及ぶ計画であった。しかし、工事の緊急度が高いこと、また、 「遺跡保存地区」の

竪穴住居群と一連の遺構であることが想定されたため、工事による掘削深度を埋蔵文化財

に影響を及ぽさない範囲内に留めることとなった。

キャンパスの南端部で行なわれた消防用水設置工事では、河川跡を検出した。時期、規

模は不明であるが、検出地点から「遺跡保存地区」において北西ー南東に走行する古墳～

奈良時代の河川跡と同一のものである可能性がある。また、教養部複合棟敷地で検出され

た縄文時代晩期の遺物包含層と同一層が確認された。遺物は出土していないが、木炭を多

量に含み、少なくともキャンパス南半部には分布範囲をもつことが確かめられた。

小串構内の調究（医学部、同附属病院、医療技術短期大学部：宇部市大字小串1144所在）

実施した 2件の立会調査のうち、 1件で遺物が出土した。

キャンパスの中央部からやや西に位置する附属病院病棟新営地域では、試掘調杏で旧石

器時代の石器群が出土している。しかし、石器は二次堆積層である灰色砂層から中～近世

の土器とともに出土し、原位置を遊離している。したがって、層位的な発掘調杏はあまり

意味をもたないと判断し、新営工事に先だって、人工層位的に同層の堆積範囲内について

発掘調査を実施した。その結果、二次加工のある剥片• 使用痕のある剥片• 剥片・敲石・

礫• 原石など38点が出土し、形態、使用石材の多用性とその類似性および縄文時代に遡る

土器が認められないことなどから大半が旧石器時代に属するものと考えられた。

Fig. 2 山口大学小串• 常盤両キャンパス位置図
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昭和63年度山口大学構内遺跡調介の概要

なお、灰色砂層は堆積状況、周辺の立地などから、同地域の西、南方にさらに分布範囲

をもつものと想定される。

常盤構内の調在（工学部、工業短期大学部：宇部市常盤台2557、尾山宿舎：同上野中所在）

キャンパスの北端部で焼却炉新営に伴い、立会調在を実施した。しかし、造成による構

内の削平が著しく、顕著な遺構、遺物は認められなかった。

亀山構内の調杏（教育学部附属幼稚園：山日市白石三丁甘1-2、同山D小学校：同三丁且1-1、伺山口中学校：同一丁月9-1所在）

教育学部附属山口中学校敷地の北端部付近で、屋内消火栓設備改修に伴い立会調査を実

施した。調奔地域周辺は公共下水道新設のため、過去に試掘調査を実施しており、その時

点では遺物は出土していない。今回の調査は前回の調究地点のすぐ北側で実施し、二次堆

積層からではあったが、土師器、磁器、黒曜石製の剥片若干が出土した。なお、同様な層

は他に中学校敷地内でも検出されているが、色調、組成から区分される可能性が高い。

光構内の調査（教育学部附属光小学校、同光中学校：光市大字室積浦 l-l所在）

「御手洗遺跡」として周知されている地域で、 2件の立会調査を実施した。

キャンパス西端部付近で行なわれた小学校遊器具移設工事では、遺物包含層から歴史時

代土師器、陶器、磁器が出土したが、その大半が近～現代の所産であった。

なお、両調査期間中、キャンパスの前面に存在する御手洗湾で、中世を主体とする古墳

時代後期～江戸時代の遺物を多量に採集した。護岸工事前の波濤によって、キャンパス内

光キャンパス 0 1 km 

に堆積する遺物包含層から遊離したもの

で、畿内系瓦器の存在は当地域では出土

例がなく、注目されよう。

その他構内の立会調査

山口市白石二丁目 8- 7に所在する経

済学部の職員宿舎において実施したが、

顕著な遺物、遺構は確認できなかった。

しかし、同敷地の北側の水田では、歴史

時代を主体とした土器が採集され、周辺

に中～近世の未周知の遺跡が存在してい

る可能性が指摘されるにいたった。

~l,1,Wllll,,li,l,11,i,1111! (河村）

Fig. 3 山口大学光キャンパス位置図
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第2章 昭和63年度山口大学構内の立会調査

第1節 吉田構内の立会調査

l 教養部複合棟新営に伴う自転車置場移設に係る立会調査

調杏地区 吉田構内 I -16 

調査期間 昭和63年4月15日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約 1rrf 

調査結果 工事は教養部複合棟の新営に伴い、新営予定地に存在した自転車置場を解体撤

去し、複合棟の北西部分に移設するものである。工事による掘削規模は原則として現地表

下約50cmまでである。この地域は、過去の調査結果から現地表から約100cm下位までは構

内造成時の置き土であることが明らかとなっていることから、深掘りを伴う自転車置場の

支柱基礎部分 2ヶ所について立会調査を行なった。

その結果、 2地点とも現地表下約100cmまで腐植土および構内造成時の埋め土であった

が、その下位には黒褐色砂質土の堆積が認められた。調査時の出土遺物はなかったが、同

層には木炭が含まれており、遺物を包含している可能性は高いと考えられる。堆積厚は確

認していないが、過去に今回の調査地点のすぐ南側で現地表下約120cmで弥生土器を含む

厚さ約20cmの黄灰色粘質土が検出されて
2) 

おり、同地域では現地表下約 100cm以下

に少なくとも 2枚の遺物包含層が堆積し

ているものと考えられる。

（河村）

［注］

1)、2) 山日大学埋蔵文化財資料館「教養部環境整

備に伴う立会調介」（「山口大学構内遺跡調介

研究年報m」、1985年）。

Fig. 4 調介区位置図

-5-



昭和63年度山口大学構内の立会調介

2 国際交流会館新営に伴う排水管埋設に係る立会調杏

調査地区 吉田構内 0 -22 

調査期間 昭和63年 4月27日、 28日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約35吋

調査結果 独身宿舎南東部に当たる埋設管路東端部では、現地表下約60cmで、落ち込みの

緩やかな河川跡ないしは溝を検出した。検出面での幅は80cm、南北方向に流路をもつもの

と考えられる。検出面からの深さ 40cmを計る。出土遺物はなく、時期は不明である。

中央部のやや西で、現地表下48~50cm にかけて、弥生土器片を含む茶褐色粘質土の遺物

包含層を検出した。以下、現地表下60cmまでの間には淡灰褐色粘質土が堆積している。出

土遺物はなかったが、包含層の可能性をもつ土層である。現地表下60cm下位は黄褐色粘質

土の地山となる。これより西の地点では、現地表下64~75cm にかけて灰黄褐色士の遺物包

含層が堆積しており、弥生土器、須恵器片が出土した。その直下には、灰黄色土が見られ、

現地表下85cm以下に淡黄褐色粘質土の地山を確認した。このように堆積状況は、一様では

ないが、埋設管路での基本層序は、埋め土、旧耕土、床土、遺物包含層、地山となる。

地山は西に向かうにつれ、より下位で検出され、東あるいは南から延びる丘陵は、独身

宿舎西部付近では、あまり削平を受けていないものと考えられる。しかし、西端部の土層

Fig. 5 調介区位置図
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に見られるように埋め土の直下に地山が

見られることから、大学造成時における

ある程度の削平は考えられる。現在独身

宿舎西部と、国際交流会館との間に約1.5

m程度の段差がついているが、これは地

山の削平によって作り出されたものでは

なく、基本的には、盛り土によって、見

かけ上の段差が生じているものと考えら

れる。

出土遺物は数点の弥生土器と須恵器で

あるが、いずれも細片のため図化できな

し、

゜
（木村）



吉田構内の立会調介

3 教養部複合棟新営に伴うケーブル埋設に係る立会調在

調在地区 吉田構内 J -18 

調査期間 昭和63年 5月10日

調査方法 工事施工時における立会調究

調査面積約 l吋

調査結果 工事は複合棟への電気ケーブルの引き込みに伴い、現地表から約50cm掘削する

もので、工事面積も小規模であった。しかし、工事地点のすぐ北側に位置する複合棟敷地
l) 

での発掘調杏で、現地表下約40------50cmで弥生時代から古墳時代の竪穴住居跡、河川跡およ

び江戸時代の建物跡、井戸が検出されていること、また、これらの遺構検出面が縄文時代

晩期中頃の遺物包含層となっていることが明らかとなったため、立会調介を実施した。

その結果、工事による掘削範囲内は構内造成時の埋め土であった。なお、工事区域内南

端部で深掘りを行ない、現地表下約80cmで弥生時代以降の遺構面であるオリーブ灰色粘質

土 (HuelOY5/2) を検出したが、遺構は確認できなかった。さらに約20cm掘り下げたが、

縄文時代に遡る遺物は出土しなかった。

複合棟敷地と今回の調査地点の現地表面の高低差はほとんどなく、立会調査の結果、標

高約18.lOmで遺構面が検出されている。また、複合棟と教育学部附属教育実践研究指導
2) 

センター両敷地での弥生時代以降の遺構面は標高約 18.40~18.50m で検出されることから、

両敷地間は小規模な谷状の落ち込みに立

地しているものと推察される。複合棟新

営に伴う試掘調査で設定した Eトレンチ

で検出された河川跡は、この谷状の落ち

込みを東西方向に流れるもので、当該地

域周辺の立地および遺構の分布状況が次

第に明らかになりつつある。 （河村）

［注］

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教養部複合棟新営

に伴う発掘調1tJ(「山口大学構内遺跡調介研究

年報VII』、1988年）。

2) 山口大学埋蔵文化財資料館「教育学部附属教育

実践研究指導センター新営に伴う発掘調介」

（「山口大学構内遺跡調介研究年報VII』、1988年）。

戸

Fig. 6 調介区位置図
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昭和63年度山口大学構内の立会調介

4 サッカー・ラグビー場改修工事に伴う立会調介

調査地区 吉田構内 F -19、G-19、H-19・20 

調査期間 昭和63年11月18日、平成元年 1月27日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約25吋

調査結果 工事内容は、サッカー・ラグビー場の改修である。グランド面における表土の

みの掘削については、埋蔵文化財に対する影響はないものと判断されたが、器具庫東側と

ラグビー場の南・北・東の 3コーナーに新設される側溝部については、前もって埋蔵文化

財の有無を確認する必要性があった。掘削深度は、器具庫まわりで現地表下15cm、ラグビー

場まわりで現地表下17-19cmである。周辺の土層堆積状況は、遺跡保存地区に隣接してお

り、当地がグランドとして、その造成に対して大きく削平を受けていると考えられるもの

の、遺物包含層・遺構の存在が予想された。

11月18日、器具庫まわりで 3ヶ所、ラグビー場まわりでは、東西 2ヶ所において試掘坑

をあけた。

その結果、器具庫東側では、現在の地表面から約15cm下位で、遺物包含層あるいは遺構

埋土と考えられる黒褐色土が見られた。一方、ラグビー場東側では、現在の地表面から約

31-45cmの掘削を行ったが、いずれも埋め土の範囲内であった。

この時点で、器具庫東側の側溝部につ

場技競上陸

ー、―

~ 旦m~

サッカー場

いてのみ、事前調査を実施する必要性が

生じたが、関連部局との協議の結果、最

終的に、掘削深度を 13cmにするエ法変更

の措置がとられ、工事施工時における立

会調査を実施することとなった。

l月27日には、その立会調査を実施し

たが、顕著な所見は得られなかった。な

お、弥生土器の細片を数点、排土中から

表採できたが、図化は出来得ない。

（木村）

Fig. 7 調介区位置図
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吉田構内の立会調介

5 消防用水設置に伴う立会調究

調査地区 吉田構内 K・L・M -22 

調査期間 平成元年 3月29日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約7.5rrf

調査結果 工事内容は、防火貯水槽の新営および同施設と連結• 分岐する配水管の布設で

ある。

配管部分については、東より （防火貯水槽付近）の土層堆積状況は、現地表面から70cm

までが、埋め土であり、以下、現地表下80cmまでが旧耕土、以下、地山と続く。地山は現

地表下so~110cm の黄褐色粘土 (Hue2.5Y5/6) とそれ以下の堆積層とに分層できる。現地表

下90~100cm のレベルにかけては、多量の木炭を含んでいた。顕著な出土遺物はなかった

が、同層は色調、組成から、教養部複合棟敷地で検出された縄文時代に遡る包含層の可能

性が高い。

また、防火貯水槽に隣接する最東端では、砂礫層の地山が現地表下60cmで確認された。

ハンドボールコートの北端にあたる管路西側の土層の堆積状況は、現地表面から 25cmま

でが腐植土で、以下、層厚15cmの構内造成時の埋め土の直下に弥生時代以降の遺構面を構

成する層厚20cmの暗灰黄色粘質土 (Hue2.5Y4/2)、層厚 5cmのオリーブ黒色粘質土 (Hue5

Y3/ 1) 、 1 cm未満の礫を含む砂礫層と

続いている。なお、暗灰黄色粘質土は多

量の木炭を含んでいた。

いずれの地点においても、遺構・遺物

の発見はなかった。

（木村）

［注］

1) 山口大学埋蔵文化財資料館「教養部複合棟新営

に伴う発据調介」 （「山口大学構内遺跡調介研

究年報＂』、 1988年）。

Fig. 8 調介区位置図
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常盤構内の立会調介

第3節常盤構内の立会調査

工学部焼却炉上屋新営に伴う立会調脊

調査地区 常盤構内

調査期間 昭和64年 1月6日

調査方法 工事施工時における立会調杏

調査面積約225rrf 

調査結果 周辺地域では、数件の既往調在がある。今回の調杏地点に近接する、昭和60年

度の受水槽総改修工事に伴う立会調査では、上層から、腐植土・攪乱土、そして現地表下

50cm以下において、明橙色の地山となっている。

本工事内容は、現地表面より、最高65cmの掘削を行なうものである。各地点の土層堆積

状況は、北端中央部では、現地表下45cmまでの掘削であったが、埋め土の範囲内であった。

中央部では、現地表下65cmまでの掘削で、埋め土の範囲内であったが、その直下には、黄

橙色粘土の地山が堆積していた。南端中央部では、現地表下65cmまでが埋め土で部分的に

深掘りを行った結果、現地表下70cm下位で黄橙色粘土の地山が、その下位に黄色砂礫層が

堆積していることを確認した。いずれの

゜
100m 

地点においても遺構・遺物の発見はなく、

現地表下65cmまでは埋め土の範囲内であっ

たため、特に埋蔵文化財に対する支障は

ないものと判断された。

（木村）

ドンウラグ

(
‘
-

Fig. 13 調介区位置図
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昭和63年度山口大学構内の立会調介

第4節 亀山構内の立会調査

教育学部附属山口中学校屋内消火栓設備改修に伴う立会調在

調査地区 亀山構内

調査期間 昭和63年12月19日、平成元年 2月 6日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約35吋

調査結果 12月には、ポンプ室新営のための現地表面（アスファルト）から約 1.7mまで

の掘削に立会った。現地表下70cmまでが埋め土（攪乱土）であったが、昭和61年度調奔時

の遺物包含層である第 5トレンチ第 4層と同一層と見られる黒褐色粘質土がブロック状に

堆積しており、若干の土師器片が出土した。以下、 16の層に分層できるが、層の堆積は不

整合で、粘質土• 砂質土が同一レベルで見られることからも、河川跡あるいは沼であった

かと思われる。なお、現地表下120cm以下に堆積する第14層：灰色粘土には、多量の植物

遺体が含まれていた。

2月には、現地表面から、約80cmの掘削を行う配管埋設工事に立会った。実際の調査部

分は、既往の調査地を基に限定した。即ち、ポンプ室からまっすぐ南へ通る管路とそれと

直交して東へ向かい体育館脇にぶつかる路線である。このうち、遺構・遺物を発見したの

は東西管路内であり、南北管路において

は埋め土の範囲内であった。埋め土直下、

現地表下32cmで土師器、磁器、黒曜石の

剥片を含む包含層が一部確認された。既

往の調査時の包含層とは、粒土・色調か

ら区分される可能性が高い。また、河川跡
二

/
 

附属山口中学校校舎

あるいは沼跡が東西管路の西側部分約17

mにわたって確認された。以東、工事掘

削深度内は攪乱を受けていた。遺構の土

質は、0.3cm 以下の礫• 石英片を多量に含

む青色～橙色の砂礫層である。また一部

には河川跡あるいは、沼跡の埋土と思わ

れる不純物をほとんど含まないオリーブ

Fig. 14 調介区位置図
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昭和63年度山口大学構内の立会調杏

第6節 その他構内の立会調査

経済学部7号職員宿舎公共下水道切替に伴う立会調査

調査地区 山口市白石 2丁目 8-7 

調査期間 昭和63年4月1日

調査方法 工事施工時における立会調査

調査面積約 1吋

調査結果 当該地域は弥生時代から古墳時代の集落跡である、教育学部附属山口小• 中学

経済学部 7号職員宿舎構内

校敷地の西方約200mに位置する。北側の丘陵上には茶臼山古墳群、鴻ノ峰古墳群、糸米

遺跡等の古墳時代の埋葬跡が所在し、過去において当該地域での調査が全く行なわれてい

ないことから、工事規模を勘案して立会調査を実施した。

工事は生活排水を公共下水道に接続するために排水管、汚水枡を埋設するものである。

調査は掘削規模の大きい汚水枡を中心に、 2地点を選定して行なった。 A地点では現地表

下42cmで層厚10cmの旧耕作土が観察され、その下位に層厚28cmの客土を介在してさらにも

う1枚の旧耕作土が確認された。下位の旧耕作土の層厚は工事の性格上確認できなかった。

A地点の南東約15mに設定した B地点でも層順は同じである。なお、現地表下50cmで層厚

20cmの 2枚目の旧耕作土の直下に、地山と考えられる青灰色礫混じり粘土を検出した。 し

かし、遺構は確認していない。

また、同敷地の北側の水田では須恵器、歴史時代の土師器、瓦質土器、土師質土器、陶

器など約20点を表面採集した。遺物は中世から近世のものが主体であることから、周辺地

域に当該期の未周知の遺跡が埋存している可能性がある。 （河村）

7号宿舎

「---—------

I 
I -—-—-B地点 i-—-—-—-7 

i 

゜
10m I 

I I I I 

L_—-—-—-」
Fig. 20 調介区位置図
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調査（昭和60・61年度）

第60号土壊 (Fig. 32) 

第58・59号土城の南西に位置し、第61号土堀によって切られている。平面形態は不整形

な長楕円形で、長軸163cm、短軸48cmの規模をもつ。底面は北から南へ階段状に低くなって

おり、検出面からの深さは最深部で12cmである。底面標高は約19.10m。長軸方向は北ー南。

出土遺物には弥生土器が若干あるが、小片のため図化できない。

第61号土填 (Fig. 32) 

第60号土城を切る小形の土城である。平面形態は不整形な円形で、長軸91cm、短軸66cm

の規模をもつ。底面は平坦で、検出面からの深さは 15cmである。底面標高は約19.05m。

長軸方向は北東ー南西。

出土遺物はなく、時期不明。

第62号土墳

調査区の南端部、第20号竪穴住居跡の南に隣接して位置する。平面形態は不整形な楕円

形で長軸206cm、短軸106cmの規模をもつが、 2基の土城が重複している可能性がある。底

面は平坦で、検出面からの深さは15cm。底面標高は約19.20m。長軸方向は北西ー南東。

出土遺物はなく、時期不明。

第63号土壌 (Fig. 32) 

第62号土城の南に隣接して位置する、平面形態が不整形な土城である。東端部は第 9号

溝によって切られており、西端部は一部攪乱を受けている。平面形態が長楕円形の 2基の

土城が重複している可能性があるが、調査時には切り合い関係が判然としなかったため、

一括して取り扱った。南北軸116cm、東西軸169cmの規模をもち、検出面からの深さは東半

部で4cm、西半部で31cmで、両底面とも平坦である。西半部の壁面の立ち上がりは急で、

底面標高は東半部で約19.25m、西半部で約18.95mである。

出土遺物はないが、切り合い関係から弥生時代中期以前のものである。

第64号土壌 (Fig. 33) 

第63号土城の東に隣接して位置し、第 9・10号溝を切っている。平面形態は不整形な楕

円形で長軸123cm、短軸70cmの規模をもつ小形の土城である。検出面からの深さは18cmで、

底面標高は約19.10m。長軸方向は東ー西。

出土遺物はないが、切り合い関係から弥生時代中期以降のものである。

第65号土墳 (Fig. 33, PL. 11 (3)) 

第64号土城の南東に位置し、第10号溝を切っている。平面形態は楕円形状を呈し、長軸
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Fig. 32 第59~61·63号土城実測図
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調*(昭和60・61年度）

215cm、短軸125cmの規模をもつ。検出面からの深さは15cmで、底面標高は約19.35m。長

軸方向は北東ー南西。

遺物は底面付近から弥生土器が若干出土したが、いずれも小片のため図化できない。

第66号土壊 (Fig. 33, PL. 11 (3)) 

第65号土城の南東に隣接して位置する。吉田遺跡調杏団のトレンチによって東半部が消

失している。平面形態は隅丸長方形状を呈するものと思われ、長軸150cm以上、短軸40cm

以上の規模をもつ。検出面からの深さは 8cmで、底面標高は約19.35m。長軸方向は北東一

南西。底面には数個の柱穴が存在するが、本土堀に伴うものではなく、後世のものである。

遺物は弥生土器甕などが若干出土した。弥生時代中期。

出土遺物 (Fig. 34-54, PL. 20) 

上げ底の甕の底部で、内外面とも縦刷毛目仕上げ。

第67号土壊 (Fig. 33, PL. 11 (4)) 

調査区の中央部からやや南東、第21号竪穴住居跡の周囲を巡る溝（第 6号溝）の内部に

位置し、第69号土城と並列する。平面形態は不整形な隅丸長方形ないしは楕円形状を呈し、

長軸104cm、短軸61cmの規模をもつ。南半部には平坦面をもち検出面からの深さは 9cmで

あるが、北半部は播鉢状にさらに25cm落ち込んでいる。最深部の底面標高は約19.05mで、

長軸方向は北東ー南西。

遺物は底面からやや上位で弥生土器が出土したが、小片のため図化できない。

第68号土壌

第67号土城の北に位置する、平面形態が不整形な土城である。長軸 140cm、短軸57cmの

規模をもつ。検出面からの深さは10cmで、底面標高は約19.10m。長軸方向は北東ー南西。

出土遺物はなく、時期不明。

第69号土壌 (Fig. 35, PL. 11 (4)) 

第21号竪穴住居跡の周囲を巡る溝（第 6号溝）の内部に位置し、第67号土城と並列する。

平面形態は不整形な隅丸長方形ないしは楕円形状を呈し、長軸127cm、短軸61cmの規模を

もつ。壁面の立ち上がりは比較的急で、検出面からの深さは28cmである。底面は平坦で、

標高は約19.05m。長軸方向は北東ー南西。

検出地点、土城の時期、配列状況、規模、構造などから第67号土堀とともに第21号竪穴

住居跡に付設するものと考えられる。

遺物は比較的多く、弥生土器壺• 甕・高杯などが底面から約25cm上位で集中して出土し
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調1t(昭和60-・61年度）
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た。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 34-45~53, PL. 

第66・69号土城出土遺物実測図

15・16) 

45・46は壺。 45は大きく開く口縁部をもち、 口縁端部は強い横ナデによって窪む。 46は

直立する口縁部をもつ長頸壺で、外面には口縁端部よりやや下位に断面三角形の扁平な貼

付突帯が 1条巡る。 口縁端部は平坦におさめる。

47~52 は甕。 47~49 は跳ね上げ口縁をもつもの。 47 は口縁部が直線的に開くが、 48 はロ

縁端部付近で内弯する。 49はしまりのない頸部から逆「L」字に開く口縁部をもつ。 50は

下城式の甕。 口縁部のやや下位に断面五角形の貼付突帯を 1条貼付し、突帯の頂部には刷

毛原体による刻目を施す。 口縁端部は平坦で、肥厚する。 51・52は上げ底ぎみの底部。

53は高杯の脚裾部で、端部がわずかに下垂する。

第70号土壊 (Fig. 30) 

調査区の南西部、第21号竪穴住居跡の南に位置する。東への延長部分は遺跡保存地区外

にあたるため検出していない。平面形態は不整形な長楕円形を呈し、平面形態、規模など

から溝の可能性があるが、 ここでは土城として取り扱う。長軸133cm以上、 短軸28cmの規

模をもつ。底面は極めて狭く、検出面からの深さは10cmである。底面標高は約19.25mで、

長軸方向は東ー西。

遺物は底面から上位で弥生土器が若干出土した。弥生時代。
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溝

(3)溝

第6号溝 (Fig. 23・36, PL. 12) 

調査区の南部に位置し、第21号竪穴住

居跡の周囲を弧状に巡る溝である。住居

と溝の内縁との距離は西辺からは約7.6

m、北辺からは約5.9m、東辺からは約4.6 

mである。南半部は保存地区外にあたる

ため検出していないが、径約18mの規模

をもつものと考えられる。西端部は後世

の削平、および他の遺構との重複によっ

て途切れるが、幅は約 lOO~120cm 、検出面

からの深さは 8~18cm である。断面形は

逆台形で、溝底標高はおおむね19.20mで

ある。

なお、溝の内側にある住居跡と溝の空

間地には当住居に伴うと考えられる 2基

の士城が並列して存在する。

遺物は溝底から多量に出土し、弥生土
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Fig. 35 第69号土城実測図

器壺• 甕・鉢などの土器類のほか、石鏃・ニ次加工のある剥片がある。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 37・38, PL. 16~18·20·21) 

55~57 は壺。 55·56 は鋤先状口縁をもつもので、拡張部は下垂する。 55 は口縁端部の内

方への張り出しが比較的強く、拡張部外面の内側寄りに扁平な円形浮文を貼付する。 57・

58は斜め下方に短く下垂する口縁部をもつ。 57は口縁端部に面をもち、拡張部外面には施

文はなされない。 58は口縁端部を尖りぎみにおさめ、拡張部外面にはヘラによる斜格子文

を施文する。 59~51 は直線的あるいは外弯しながら大きく開く D縁部をもつ。 59 は頸部外

面に突帯の剥落痕が認められる。 60は口縁端部内面に断面三角形の粘土帯を貼付し、肥厚

させる。 61も口縁端部内面に突帯の剥落痕が認められることから、 60と同様な口縁端部を

もつものと思われる。 62は短く直立する口縁部をもち、中位でさらに外方に開く。端部は

丸い。内外面の整形は粗雑。 64~67 は底部。いずれも安定した平底で、 64は内面が刷毛状

工具による擦過によってヘラ削り風に仕上げられ、胴部外面には煤が付着する。
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調~(昭和60··61年度）

A 19.300m A' 

u 
0 30cm 
I I I I 
第 12 号溝

C 19. 500m 

B 9.40m B' ,'" • 一•

~ 
0 30cm 
I I I J 
第 7 号溝

C' 

ーー言
O 60cm 
I I I I 
第 6 号溝

D 19.300m 立

~ ーー~
0 60cm 
I I I l 
第 6 号溝

E 19. 400m E' 

二三三~―. 一
0 60cm 
I. I I'I  

第 6 号溝

F 19. 400m 工

/~ 
゜

lm 

第 8 号溝

G 19. 400m G' 

□ 0 50cm 
I I I 
第 9 号溝

H 19. 400m H' 

~ 
0 50cm 
I I J 

第 10 号溝

Fig. 36 溝断面実測図

68-80は甕。 68-71は跳ね上げ口縁をもつもので、

口縁部は大半が「く」の字に開くが、 69は逆「L」字

形に強く屈曲する。 72-75は「く」の字に開く口縁部

をもつ。 76は小形の甕で、球形の胴部に外弯しながら

短く開く口縁部をもつ。 77~80は底部。やや上げ底な

いしは窪み底で、側面が裾広がりになるもの (77・78)

と胴部からそのまま底部へ移行するもの (79・80) と

がある。

81は鉢。胴部最大径は頸部径を上回ることなく、ロ

縁部は逆「L」字形に強く屈曲する。

82-85は高杯。 82・83は脚部上半で、 82は坪部に脚

部を接合するタイプであろう。 84・85は脚裾部。 84は

蓋かもしれない。 85は緩やかに外弯しながら裾端部に

移行する。

86は平基無茎式の石鏃。周縁に二次加工が施される

が、正裏両面の中央部には素材面を残しており、剥片

鏃と考えられる。 87は扁平な横長の盤状剥片を素材と

し、正面右側縁下半に二次加工を施す。正面側が主要

剥離面で、打点を除去している。剥片剥離の打面は、

正面左側縁の単設の平坦打面である。削器としての機

能をもつものであろう。

第7号溝 (Fig. 23・36) 

調査区の南部を東ー西に走行する溝で、東西への延

長部分は削平、攪乱によって消失している。弧状に巡

ることから竪穴住居跡の壁溝の可能性があるが、溝の

内側に主柱に相当する柱穴が存在しないことから、単

ーの溝として取り扱った。検出長は約4.3mで、溝幅

約20cm、検出面からの深さは最深部で約l0cmである。

断面形は逆台形で、溝底標高は約19.10~19. 20m。

遺物は弥生土器が若干出土したが、図化できない。
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調ft(昭和60・61年度）
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Fig. 38 第 6号溝出土遺物実測図 (2)

第8号溝 (Fig. 23・36) 

調査区の南部を北西ー南東に直線的に走行する溝で、南東への延長部分は遺跡保存地区
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柱穴

外にあたるため検出していない。検出長は約

7mで、溝幅は南東部で約80cm、北西部では

溝幅を減じ、約50cmとなる。検出面からの深

后)-;-ー
¥¥ 88 

~vニ―
: ¥ 89 

゜
10cm 

さは最深部で 10cm、溝底標高は約 19.30 m 

である。断面形は逆台形を呈する。 Fig. 39 第 9号溝出土遺物実測図

出土遺物には土師器、須恵器などが若干あるが、小片のため図化できない。古墳時代。

第9号溝 (Fig. 23・36) 

調査区の南端部を北ー南に直線的に走行する溝で、南への延長部分は攪乱、北への延長

部分は削平によって消失している。検出長は約 7mで、溝幅は南部で約60cm、北部では溝

幅を減じ、約30cmとなる。検出面からの深さは最深部で約15cmで、溝底標高は約19.20m。

溝底は狭く、断面形は「V」字形に近い逆台形を呈する。

出土遺物には弥生土器甕などがある。弥生時代中期後半。

出土遺物 (Fig. 39, PL. 17) 

2点とも「く」の字に外反する甕の口縁部。 88は跳ね上げ口縁、 89は短く開く口縁部を

もち、口縁端部がわずかに肥厚する。

第10号溝 (Fig. 23・36) 

調杏区の南端部をやや西に湾曲しながら北ー南に走行する溝である。第 9サ溝と牝列す

るが、南への延長部分は保存地区外にあたるため検出していない。検出長は約 8mで、溝

幅は南部で約100cm、北部では溝幅を減じ、約60cmとなる。検出面からの深さは最深部で

約10cmで、溝底標高は約19.20m。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物には弥生土器が若干あるが、小片のため図化できない。

第12号溝 (Fig. 23・36) 

調壺区の中央部付近を北西ー南東に直線的に走行する溝である。南東への延長部分は削

平によって消失している。第 2次調査で北半部を検出しており、総検出長は約17mにおよ

ぶ。溝幅は約20-30cmで、検出面からの深さは約10-20cm、溝底標高は19.05-19. 15mで

ある。断面形は逆台形を呈する。

第 2次調査時には、竪穴住居跡との切り合い関係から弥生時代中期後半以降と考えたが、

今回、土師器が若干出土し、古墳時代のものであるであることが明らかになった。

(4)柱穴

調査区のほぼ全面で多数検出した。径は約 20-30cm前後のものが大半を占める。出土遺
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調1t(昭和60・61年度）
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Fig. 40 柱穴出土遺
物実測図

物、他の遺構と切り合い関係などから、弥生時代から古墳時

代にかけてのもので、竪穴住居跡の主柱穴となるものも含ま

れていると思われるが、柱穴配置による遺構の復原はできな

かった。遺物は34個の柱穴から出土したが、図化できたのは

以下の 3点にすぎない。

出土遺物 (Fig. 40, PL. 18) 

90・91は弥生土器。 90は甕の底部。窪み底で、外面は縦刷

毛目仕上げ。 p1出土。 91は壺。胴部最大径の部位に断面台

形の少なくとも 2条の貼付突帯を貼付する。突帯の頂部は強

い横ナデによって窪ませる。 p2出土。 92は土師器の鉢ない

しは塙。胴部から口縁部まで内弯しながら立ち上がり、口縁

端部は平坦におさめる。 p3出土。

(5)河川跡 (Fig. 41, PL. 13 (3)) 

調査区の東に位置し、南東から北西に走行する河川跡で、

第 1・2次調査ですでに北への延長部分を検出している。一

部重複する部分があるが、第 2次調査で分流する同一河川の本流と支流であることが明ら

かとなった。

完掘はしていないが、トレンチによって部分的に規模、土層の堆積状況、遺物の出土状

況を確かめた。東側の南半部は配管工事によって削平され、消失している。北部では、東

側で幅約1.2m、検出面からの深さ約75cm、西側で幅約2.7m、検出面からの深さ約70cmの

規模をもつ。南に向かうにつれて規模が大きくなり、最大幅は約10mにもおよぶ。南部

では東側で幅約 5m以上、検出面からの深さ約80-lOOcm、西側で幅約4.Om、検出面から

の深さ約80-95cmの規模をもつ。埋積土は砂礫、黒色粘土が主体で、黒色粘土は多量の植

物遺体を含んでいた。

出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器、輔の羽口などがあり、この河川が機能してい

たのは古墳時代後期～奈良時代と考えられる。

出土遺物 (Fig. 42, PL. 18-21) 

93-108は河川跡西側出土のもの。

93・94は弥生土器の壺。 93は肩部外面に l条の浅いへrラ描き沈線が巡る。胴部は張りが

小さく、外面は縦刷毛目、内面は基本的にはヘラミガキであるが、内面下半はヘラミガキ
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河川跡・土器溜り
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Fig. 41 河川跡土層断面実測図

ののち縦、横刷毛目仕上げを行なう。 94は頸部で、 93同様、外面に浅い l条のヘラ描き沈

線が巡る。内面はヘラミガキ。

95~98は土師器の甕。 95 は口縁端部に水平な面をもつ布留タイプの甕。 96 は丸底の底部

で、内外面には粗雑なナデが施される。 97・98は外弯しながら短く「く」の字に開く口縁

部をもつ。口縁端部は丸いもの (97) と尖りぎみのもの (98) がある。

99~108 は須恵器。 99~101 は杯蓋。 99は直線的にのびる休部から、口縁部が斜下方に短

く開く。 100は平坦な天井部の外面に平行タタキが認められる。 101は大形品で、口径に比

べて器高が低く扁平である。 102~108は杯身。全形がわかるのは 102 で、体部は直線的に

立ち上がり、口縁端部は尖る。底部と体部の境には断面台形の高台を貼付する。接地点は

高台内側端である。 103は口縁部で、 口縁端部は内面を面取り風にし、 尖りぎみになる。

104~108は底部。高台は底部と体部の境に貼付するもの (104) と底部と体部の境より内側

に貼付するもの (105~108) とがある。 108は粘土帯を二度にわたって貼付し、高い高台

をつくりだす。

109~112は河川跡東側出土のもの。

109は弥生土器の壺ないしは鉢。 110は上げ底の甕の底部。外面は縦刷毛目ののち、ヘラ

ナデが施される。 111は須恵器の杯身。立ち上がりは中位で上方に屈曲する。 112は輔の羽

口。火口部分で、上端部は尖らずやや丸みをもつ。厚さは0.6~0. 8cmで、薄手。外面、上

端部および内面の一部に滓が付着する。

(6)土器溜り (Fig. 23, PL. 13 (1) (2)) 

調査区の東端部に位置し、河川跡に設定した南端部のトレンチで検出した。第 6号溝に

近接し、規模は未確認であるが、不整形な掘り込みが連続する。検出面からの深さは45cm
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調:ft(昭和60・61年度）
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Fig. 42 河川跡出土遺物実測図
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土器溜り
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Fig. 43 土器溜り出土遺物実測図 (1)

である。

出土遺物には弥生土器壺．甕• 鉢、剥片などがある。

出土遺物 (Fig. 43・44, PL. 19~21) 

113~117 は壺。 113·114は下垂する口縁部をもち、拡張部外面には施文はない。 113 は

下垂度が小さく、口縁瑞部は尖りぎみに終わる。 115は鋤先状口縁になるもので、下垂す

る口縁部の拡張部外面の内側寄りに円形浮文を貼付する。口縁部の内側への張り出しは強

い。 116は口縁端部が上方に立ち上がる。 117は頸部外面に断面三角形の貼付突帯を少なく

とも 2条貼付する。

118~127 は甕。 118·119は跳ね上げ口縁になるものである。前者は口縁部が直線的に開

くが、後者は内弯しながら開く。 119は外面と口縁部内面の上半に、部分的に煤が付着する。
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吉田構内遺跡保存地区の発掘調jt (昭和60・61年度）
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Fig. 44 土器溜り出土遺物実測図 (2)

120-123は「く」の字に屈曲する口縁部をもつ。 124と125は同一個体である。口縁部は端

部外面に断面三角形の粘土帯を貼付し、逆「L」字形に短く開くものと思われる。口縁部

直下の外面には櫛描の直線文、その下位にヘラによる刺突文を施文する。 126・127は側面

が裾広がりになる底部で、窪み底 (126) と上げ底 (127) のものがある。

128は台付鉢の底部であろう。底径は小さい。

129は寸づまりな横長剥片。裏面が主要剥離面で、正面上端部の剥離面を打面として剥

片剥離作業が行なわれる。正面の大半に自然面を残す。

(7)性格不明の遺物 (Fig. 45・46-133, PL. 13 (4)・20) 

調査区北東部の遺構面から出土した弥生時代前期末の甕である。ほぼ一個体分が出土し

たが、それに伴う遺構の掘り方が見あたらず、性格はわからない。甕の出土範囲は東西約
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性格不明の遺物・遺構に伴わない遺物

65cm、南北約80cmで、検出面から 18cm

までの深さに集中する。

口径40.3cm、器高43.3cmの大形の甕

で、器高に比べて口径が大きい。胴部

最大径は口径をやや上回り、底部から

約％ほど上位にある。口縁部は如意形

に短く外反し、口唇部の下端にヘラに

よる浅い刻目を施す。口縁部直下の頸

部外面には断面三角形の貼付突帯を l

条貼付する。突帯頂部には刻目はない。

内外面ともミガキは行われず、縦• 斜

副毛目仕上げ。

(8)遺構に伴わない遺物

(Fig. 46-130~132, PL. 19) 
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Fig. 45 性格不明の遺物出土状況実測図

130~132は遺構面に貼りついた状態で出土した粗製の縄文土器。 130 は甕で、口縁端部は

先細りとなり平坦。内外面とも横、斜め方向の条痕で、内面はその後ナデている。131は深

鉢。口縁部は外弯しながら立ち上がり、口縁端部は尖りぎみに終わる。内面の調整は風化

が著しく観察しにくいが、外面は横方向の粗い条痕で、口縁端部内面はその後ナデている。

132は甕ないしは深鉢。内外面とも横方向の条痕で、内面はその後ナデる。「遺跡保存地区」

の北東約150mに位置する教養部複合棟敷地では、弥生時代以降の遺構面を構成するオリー

ブ灰色粘質土 (HuelOY5/2)が縄文時代晩期の遺物包含層であり、「遺跡保存地区」の遺構面

と同一の色調、組成であることから、縄文時代晩期中頃～後半に属するものと考えられる。

3 小結

第 3・4次調査で検出した遺構は、上述したように竪穴住居跡 4棟、土城18基、溝 6条、

河川跡のほか柱穴多数である。

竪穴住居跡は弥生時代中期前半（第20号竪穴住居跡）、中期後半（第21号竪穴住居跡）、

弥生時代中期と考えられるもの（第14号竪穴住居跡）および古墳時代初頭（第19号竪穴住

居跡）各 l棟の計 4棟を検出した。

このうち、平面形態円形の第20号竪穴住居跡は、住居の南縁に沿って出入口と考えられる

住居外への張り出しが認められた。遺跡保存地区では第 2・9号竪穴住居跡に次いで 3例

-55-



-9S — 

図 [I胆頃砒簡'\~Cけに濯頃H只で叶恥k沿祁 9ヤ"6!.:I

四 OI

゜
££I 

\111~1111冒

涸屯19・oga紐B) *麒廂毀(/)刃湘#音凛駆屈術田早







































弥生時代の遺構・遺物（土塙）

口
‘’ ’’ ’’ 

゜

10cm 

-77-



吉田構内本部 2号館新営に伴う発掘調介
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弥生時代の遺構・遺物（土城）
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Fig. 59 第 1号土城出土遺物実測図(5)

遺物は多く、弥生土器壺・甕•高杯・鉢・支脚・器台• 手捏土器のほか、紡錘車・剥片、

鉄鏃などが中央部よりやや南西寄りから集中して出土した。完形品はなく、また、遺物の

出土状況から投棄城と考えられる。弥生時代後期後半～終末。

出土遺物 (Fig. 55~59, PL. 32~35·47·48·54·55) 

56~69 は壺。 56~61 は複合口縁をもつもので、拡張部が内傾するもの (56~60) と短く

外方に開くもの (61) とがある。前者には、直線的に立ち上がるもの (60) 、外弯して立

ち上がり中位付近で直立するもの (56・58) と口縁端部付近で大きく外反するもの (57・ 

59) とがある。拡張部外面の施文には、波状文 (56・57) や重弧文 (59) があり、無文の

もの (58・60) もある。肩部には貼付突帯を貼付し、突帯頂部にヘラ (57) やヘラ状工具

(58) による刻目を施す。 62は刷毛原体による刻目を施す。 63のように斜格子文を巡らす

のも、この時期に一般的にみられる手法である。 66は張りの強い胴部をもち、口縁部が直
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調介

立して立ち上がる。頸部直下には断面三角形の扁平な突帯を貼付し、指圧による刻目を施

す。 64・65・67-69は底部。外面は刷毛目仕上げのもの (64・65・69) とヘラミガキのも

の (67・69) とがある。 67は外底面中央に焼成前穿孔がなされ、外面のほぽ全体に煤が付

着する。

70-92は甕。 70-82は口縁部が「く」の字に外反するもの。 71-74は小形品で、口縁部

が短く折れ曲がり、口縁部が直線的に外反して端部に面をもつもの (71) と外弯しながら

開き、端部が尖るもの (72-74) とがある。 75-82は中・大形品が主体で、口縁部は外弯

しながら開くもの (77・78) と直線的に開くもの (76・79-82) とがあり、頸部内面に稜

をもつのが通有である。胴部内面はヘラ削りのもの (75・79・80) 、刷毛目仕上げのもの

(76・77・81) のほか、板状工具による擦過が行われるもの (82) がある。 75は胴部外面

下半、 77は口縁部外面上半に煤が付着する。 83-92は底部で、丸底ないしは不安定な平底

のもの (83-86・92) 、平底のもの (87-90) 、窪み底のもの (91) がある。外面は刷毛

目仕上げであるが、板状工具による擦過が行われるもの (92) もある。 84・85は内面をヘ

ラ削りする。

93-110は高杯。 93-100は杯部。上半部で反転して外弯しながら開くもの (93-95・97

-99) と浅い杯部で上半部が直立して立ち上がり、口縁端部が水平に折れ曲がるもの (96・

100) とがある。 101-110は脚部。脚部を杯部に挿入するもの (101) や杯部に接合するも

の (103) などがある。長脚でゆるやかに開き (102・103・105・106)、裾部が内弯ぎみに

広がるもの (102・109・110) が多いが、短脚のもの (107) も存在する。透し穴は焼成前

に穿孔され、三方のもの (105) 、四方のもの (102・107) のほか、 2穴単位で三方に施

されるものもある。外面はヘラミガキされるもの (103・105) がある。

111は器台。筒状の中空部をもち、上下両端はゆるやかに外反するものであろう。外面

はヘラミガキ、内面下半はタタキが施される。

112・117は支脚。 112は片端が外上方に突出する有楓支脚で、外面にはタタキが施される。

113・114は鉢。 114は不安定な平底で、胴部から口縁部までゆるやかに内弯しながら立ち

上がる。口縁端部は尖りぎみに終わる。

115・116は手捏土器。丸底の鉢で、 116の外面は丹塗りされている。

118は大形の紡錘車で、正裏両面の研磨は比較的粗い。 119は鉄鏃の茎。

第2号土墳 (Fig. 60, PL. 25) 

調査区の南西端部に位置し、第 1号土戦の西に隣接する土堀である。平面形態は楕円形
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弥生時代の遺構・遺物（士塙）

を呈し、長軸 188cm、

短軸125cmの規模を

もつ。底面はほぽ平

坦であるが、地山が

北西から南東に下降

しており、検出面か

らの深さは北西部で

50cm、南東部で37CIIl 

である。検出面の標

高は20.oo~20. 10m、

底面標高は 19.65m

である。壁面は比較

的急角度に立ち上が

る。第 1号土堀同様、

検出地点の状況から

上部の削平は考えら Fig. 60 第2号土城実測図

れず、土堀掘削時の規模、形態を保っているものと推察される。長軸方向は北西ー南東。

2o1 

A-
A' 

co/ 
A 20. 2UOm A' 

:□ -
一
タ

゜
lm 

規模は第 1 号土堀と大差ないが、遺物は少ない。出土遺物には弥生土器壺．甕• 高杯の

ほか、扁平打製石斧• 砥石などがある。完形品はなく、また、遺物の出土状況から投棄堀

と考えられる。弥生時代中期後半～後期初頭。

出土遺物 (Fig. 61・62, PL. 35・48・54) 

120~125 は壺。 120は下垂する口縁部をもち、拡張部外面にヘラによる 2 条単位の鋸歯

文を施文する。 121は口縁部が屈曲して短く上方に立ち上がる。反転部外面の稜は極めて

不明瞭で、袋状口縁に近い。頸部、口縁部の外面にはヘラによる沈線が巡る。 122は鋤先

状口縁をもつもの。 123はD縁部が直線的に内傾する複合口縁をもつ。 124は口縁部がゆる

やかにひらき、端部付近でさらに外方に屈曲する。 125は丸底で、張りの強い球形の胴部

をもつ。内面の調整は粗細二種類の刷毛原体を用いている。

126~135 は甕。胴部最大径が口径を大きく上回り、外弯しながら開く口縁部をもつもの

(126・127) や頸部内面に明瞭な稜をもち、長い口縁部が直線的に開くもの (128) などが

ある。内面は刷毛目やナデ仕上げし、ヘラ削りは行なわれない。また、逆「L」字形に強
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Fig. 61 第2号土城出土遺物実測図(1)
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弥生時代の遺構・遺物（土城）
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Fig. 62 第2号士城出土遺物実測図(2)

く屈曲する跳ね上げ口縁をもつもの (130)などもある。 131-135は底部。平底のもの、窪

み底のもの、底部と胴部の境が不明瞭で不安定な平底のもの、丸底のものなどがある。外

面の刷毛目は底部端まで行なわれていない。

136-139は高杯。杯部の形態には二種類あり、上半部で反転して大きく外弯しながら開

くもの (136)とゆるやかに内弯しながら立ち上がり、上半部で屈曲して直線的に内傾する

もの (137)とがある。脚部は長脚で、外弯ぎみに開き裾端部が内側に屈曲するもの (138)

や内弯しながらゆるやかに開くもの (139) がある。

140は手捏土器の高杯ないしは台付鉢。

141は扁平打製石斧。二次加工は上縁部と正面左側縁上端部を除く各周縁：に行なわれる

が、裏面側は正面側に比べて、大きな剥離面によって構成される。正面左側縁中央部と右

側縁上端部にはノッチ状の二次加工が施される。正裏両面中央部には素材面を残す。 142

は仕上げ砥と考えられる砥石で、研砥面は一面だけ残存する。

第 3号土壊 (Fig. 63, PL. 26 (1)) 

調査区の南西端部に位置し、第 1号士城の東に隣接する土城である。平面形態は長楕円

形を呈し、長軸173cm、短軸50cmの規模をもつ。底面は平坦で、検出面からの深さは 30cmで

-83-



吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調奔

ある。北部は底面から約

15cm上位に階段状のテラ

スをもつ。検出面の標高

は約20.10m、底面標高

は約19.80mである。長

軸方向は北西ー南東。

出土遺物には弥生土器

が若干あるが、小片のた

め図化できない。

第4号土墳

(Fig. 64, PL. 26 (2)) 

調査区の南西端部、第 2

号土塙の北西に位置する小

形の土堀である。平面形態

は楕円形を呈し、長軸75cm、

短軸49cmの規模をもつ。上

面の規模にくらべて底面は

狭く、検出面からの深さは

17cmである。検出面の標高

は約19.95m、底面標高は

約19.80mである。長軸方

向は北東ー南西。

出土遺物はないが、検出

地点および固辺の遺構の分布状況などから弥生時代のものと考えられる。

(2)室町時代の遺構・遺物
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Fig. 63 第3号土塙実測図
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Fig. 64 第4号士城実測図

A' 

1) 土城

第5号土壊 (Fig. 65, PL. 26 (3) (4)) 

調査区中央部からやや東、第 1号溝の内側のコーナーで検出した土城で、長軸方向が第

1号溝の東辺と平行に掘削されている。平面形態は長方形で、長軸81cm、短軸49cmの規模

をもつ。壁面は垂直で、検出面からの深さは46cmである。検出面の標高は約21.05m、底面
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室町時代の遺構・遺物（土城• 井戸）
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Fig. 65 第5号士城実測図

標高は約20.60mである。長軸方向は北東ー南西。堀底の南辺寄りから歴史時代の土師器
4) 

皿 2個体分が出土している。人骨は出士しなかったが、検出地点、規模、形態、遺物の出
5) 

土状況などから土非の幼児墓と考えられる。 16世紀末 ~17世紀初頭。

出土遺物 (Fig. 66, PL. 36・48) 

143・144は土師器皿。 143は底部と体部の境が不明瞭で、体部は直線的に立ち上がる。ロ

縁端部はわずかに肥厚する。 144は体部が内弯して立ち上がり、口縁端部は面をもつ。外面

および口縁部内面には煤が付着する。糸切り底で、 144は板目圧痕を残す。 145は非ロクロ

成形の土師器杯もしくは皿で、口唇部内面は面取りぎみに内傾し、口縁端部は先細りにな
6) 

る。内面には煤が付着する。大内氏館跡などで特徴的に出土する「B式土師器」にあたる。

2) 井戸

第 1号井戸 (Fig. 67, PL. 27) 

第 1号溝の内側のコーナー付近で検出した石組の井戸で、第 5号土堀の北西約3.7mに位
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調介
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Fig. 66 第5号土城出
土遺物実測図

置する。直径165-180cmの円形の掘り方をもち、検出面から

の深さは約 2mで、底面では激しく湧水する。石組の内径は

上端が75-80cm 、下端が55-60cm である。長軸約30~60cm の

緑色片岩を主体とした板石を用いて、底面から中位までは大

ぶりな板石を垂直に近く、それより上位は外方に開きながら

積み上げる。検出面の標高は約21.OOm、底面標高は約18.90

mである。底面には曲物桶が設置されている。

埋土中から歴史時代の土師器皿、須恵質土器播鉢、瓦質土

器、陶器、銭貨および桃の種子などの植物遺体が出士した。

16世紀前半。

出土遺物 (Fig. 68, PL. 36・48・49・55) 

146~153 は土師器。 146~153 は皿。口径12~13cm 、器高 3 cm 

前後で、体部が内弯しながら立ち上がり、そのまま口縁部にいたるもの (146~148) と口

縁端部が外反するもの (149) 、体部が直線的に立ち上がるもの (150~152) とがある。

底部端には稜をもつもの (146-148)と丸いもの (149・150・152)がある。底部内面は回

転横ナデのままのもの (149)があるが、大半はそののち静止ナデを行う。体部が直線的に

立ち上がるものには外底面に板目圧痕がみられる。 153は小皿で、体部は内弯しながら短く

立ち上がる。 146-153とも糸切り底。 154は須恵質土器の播鉢で、口縁端部は肥厚して内上

方に突出する。内面は火熱を受け、部分的に煤が付着する。 155は初鋳1037年の皇宋通賓、

156は初鋳1068年の熙寧元賓で、いずれも楷書。

3) 溝

第 1号溝 (Fig. 53・69, PL. 28 (l) -(3)) 

調査区の北部を「コ」の字状に巡る溝で、北への延長部分は調査区外に及ぶため完掘し

ていない。西への延長部分は後世の削平によって消失している。南辺約21m、東辺約13m

以上、幅約70-lOOcmの規模をもち、検出面からの深さは東辺で35-40cm、南辺で15cmであ

る。断面形はおおむね播鉢状であるが、溝底が最も広い南辺中央部では逆台形をなす。底

面の標高は、東辺で約20.80m、南辺で約21.Z5mで、溝底は東へ向かうにつれて下降する。

出土遺物には歴史時代の土師器杯• 皿、瓦質土器揺鉢• 鍋• こね鉢．甕• 火鉢、土師質

土器鍋、須恵質土器盤、貿易陶磁器青磁塙、陶器塙・皿・鉢．甕、磁器塙・湯呑．燭台、

鉄釘、敲石、石臼などがある。 16世紀末-17世紀初頭。
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室町時代の遺構・遺物（溝）

出土遺物

(Fig. 70~73, PL. 36・37・49・54・55) 

157~163 は土師器。 157·158 は杯で、

底部端の稜は不明瞭。 159~163 は皿で、

底部端に稜をもつもの (159~161) と丸

いもの (162・163) とがある。 163はロ

縁端部が肥厚し、面をもつ。いずれも糸

切り底。

164~185 は瓦質土器。 164~l70は播鉢。

口縁端部の形状によって三種に大別され

る。端部を内側に丸く折り返すもの(164)、

内面に貼付した粘土帯が断面三角形

のもの

のもの

(165・166・168・169) 

(167) がある。 このうち、 168は

粘土帯が扁平で、端部が肥厚したように

みえる。 166は端部外面に 2条の凹線が

巡り、170は外底面に板目圧痕が認められ

る。 おろし目は 5~7 本単位でかき上げ

られる。 171-181は鍋。 口縁部が屈曲し

て短く外上方にのびるもの (171~173) 、

内面に段をもち、 口縁端部が内上方に突

出するもの (174・175) 

、長方形

口縁端部が内

外方につまみ出されて肥厚し、端部が平

21. lOOm 

｀
 

1
1
 
'`
 

坦な面をもつもの (176・177) などがある。 Fig. 67 第 1号井戸実測図

l 79~181 は鍋の脚部で、 181 は端部が屈曲しない。 182·183 はこね鉢。 内弯しながら立ち

上がる体部をもち、 口縁端部は内側に折り曲げる。 183は片Dで、 体部下半は格子タタキ

が施される。 184は甕で、 口縁部は直立し、頸部上位の外面には囮］のスタンプ文を施文す

る。 185は火鉢。 三足の低い脚部をもち、体部はやや内弯して立ち上がる。肩部の張りは

強く、 口縁部は肥厚して端部は平坦な面をもつ。 口縁部外面には 3個単位のヘラによる刻

目が巡る。体部外面は平行タタキののちヘラミガキが行なわれる。
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調杏
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Fig. 68 第1号井戸出土遺物実測図

186~191 は土師質土器の鍋の脚部。

192は須恵質土器の盤。体部は直線的に立ち上がり、口縁端部は平坦な面をもちわずか

に内傾する。口縁部外面には断面三角形の双耳の把手を貼付する。

193は龍泉窯系青磁の塙。口縁端部は外反し、玉縁状にわずかに肥厚する。内面には 2条

の沈線と片彫り文様が認められる。

194~203 は陶器。 194·199·200 は皿。 194は体部内面に竹草、木の幹、外面に唐草文を

染付する。畳付は無施釉。 200は低い削り出し高台をもち、見込みに目跡痕が 4ヶ所認めら

れる。 195~198 は塙。 195 は体部外面に 2 条の圏線を巡らし、その間に網目文を染付する。

高台脇から外底面は無施釉で、内外面に貰入がみられる。肥前系。 197は腰の部分でわずか

に折れ、直線的に口縁部に移行する。粘性の強い長石釉の総掛けで、高台はしっかり削り

出す。萩焼系。 198は天目境。高台脇に段をもち、高台脇から口縁部のくれ部までは丸みを
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室町時代の遺構・遺物（溝）

もちながら開く。口縁下のくれは強い。口唇部は

丸く、端部は外反する。高台は深さ 3mmの削り出

し高台で、高台脇から外底面までは露胎。美濃系。

201は皿で、体部上半で外方に屈曲し、口縁端部

は折縁状に肥厚する。体部内面には 6弁の菊印花

が押圧される。軟質の生地で、釉ががりは悪い。

瀬戸系。 202は鉢で、口縁端部が玉縁になる。ロ

禿げ。 203は甕で、口縁端部を外側に折り曲げ肥

厚させる。備前系。

204~208 は磁器。 204~206 は白磁境。 207 は湯呑

で、体部下半で折れ、直線的に口縁部に移行する。

A 21. 300m A' 

二
B 21. 300m 

凡例

1. 黒褐色土

B' 

言

゜

1 rn 

C 21. 500m C' 

Fig. 69 第 1・2号溝土層断面図

外面には唐草文を染付する。 208は仏飯器ないしは燭台で、畳付は釉をかき取る。肥前系。

209は円礫素材の敲石で、正裏両面に敲打痕が認められる。 210は鉄釘であろう。断面が

中空の方形で、頭部が片方に大きく折れ曲がる。 211は石臼。下臼で 6条単位の刻目が放

射状に施される。

第2号溝 (Fig. 53・69) 

調査区の北西部を北西ー南東に走行する溝で、第 1号溝に切られている。西への延長部

分は後世の削平によって消失している。検出長は約8.5m で、幅約50~55cm の規模をもつ。

検出面からの深さは 15~20cm で、溝底標高は約 21. 20m。断面形は逆台形を呈する。

出土遺物には瓦質土器播鉢• 鍋• こね鉢、陶器揺鉢、須恵質土器揺鉢などがある。 16世

紀末 ~17世紀初頭。

出土遺物 (Fig. 74, PL. 37・38・49) 

212~216 は瓦質土器。 212~214 は揺鉢で、体部は直線的に立ち上がるもの (212) と丸

みをもって立ち上がるもの (213・214) とがある。おろし目間の間隔が広いもの (214) 

もあり、 6本単位 (212・214) 、 9本単位 (213) でかき上げられる。 215は鍋。体部の屈

曲が弱く、口縁部は直線的に長くのび、端部は肥厚する。外面には煤が付着する。 216は

こね鉢で、体部は直線的に立ち上がる。

217は陶器の揺鉢。糸切り底で、おろし目は密にかき上げられる。備前系。

218は須恵質土器の播鉢。成形は粗雑で、口縁端部の上下両端に断面三角形の粘土帯を

貼付して肥厚させる。口縁端部には面をもつ。おろし目は 7本単位でかき上げられる。
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調介
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Fig. 70 第1号溝出土遺物実測図(1)
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室町時代の遺構・遺物（溝）

0 10cm 

Fig. 71 第1号溝出土遺物実測図(2)
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調介

01~ 

8
 
8
 

ー

-

,

 

ーNo
口'
z

□

ー―こ

‘、こ二S尺4

¥‘‘‘ 

~7: 

，゚
 

ー

、

zo，
 

8
 

ー

,ヽ’
 

N

〈い

--

， 
''  
‘’  

---
，ヽ, 205 

,-', 

l望

3
 。
‘、

2

ヽ

ヽ
‘、

。
u'208 

I _ _ 209 

10cm 

0 3 cm 
「 I I I 

Fig. 72 第 1号溝出土遺物実測図(3)
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柱穴•第 5 層出土遺物

(3)柱穴 (Fig. 53, PL. 28(4)) 

第 1号溝の内部を中心に弥生時代中期～室

町時代の多数の柱穴を検出した。なお、環濠

内部は一部調査区外にあたるため完掘してお

らず、室町時代の掘立柱建物跡の配置状況は

将来の調査を待つことにしたい。

出土遺物 (Fig. 75, PL. 38・49・54) 

219・220は土師質土器。 219は鍋で、口縁

部は屈曲して短く外上方にのびる。口縁端部

は上方に突出ぎみになる。 220は甕で、口縁

部は外弯しながら短く開き、端部は肥厚する。

221-226は歴史時代の土師器。 222は糸切り

底の杯で、体部が内弯して立ち上がる。 221・

223-225は糸切り底の皿。 223・225は底部端 Fig. 73 第 1号溝出土遺物実測図(4)

に稜をもつ。 224は口縁端部が屈曲して上方に立ち上がる。 226は糸切り底の台付皿で、台

脚部は直立する。 227は龍泉窯系の青磁埼で、内弯して立ち上がる体部をもち、端部内面

＼
 

（
~
~
 

211 

0 10cm 
l, I I I I I I 

は面取り風になる。内面には一条の沈線が巡り、その下位に片彫りの唐草文が認められる。

228・229は弥生土器の高杯。 228はゆるやかに裾部まで開く脚部。 229は杯部で、上半部は

反転して外弯しながら開く。上半部は長めで、反転部内面には稜をもつ。 230は砥石で、

上下両面を研砥面とする。 231・232は歴史時代の土師器皿で糸切り底。 231は口径に比べ

て器高が高く、口縁端部は尖る。 233は陶器の塙で、竹節状の高台はしっかり削り出され

る。内外面とも無施釉。234・235は弥生士器。甕の底部で、窪み底と上げ底のものがある。 236

は歴史時代の土師器皿。器壁は薄手で口縁端部は先細りとなる。糸切り底で、板目圧痕が

認められる。 237は跳ね上げ口縁をもつ弥生土器の甕。

なお、各遺物の出土地点は出土遺物観察表を参照されたい。

(4)包含層出土遺物

1) 第 5層出土遺物 (Fig. 76~83, PL. 39~42·50~55) 

縄文土器 (257)

257は突帯文の甕で、口縁端部はわずかに外反ぎみになる。突帯は口縁端に近く、頂部

には半裁竹管風のエ具による刻目を施す。
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吉田構内本部2号館新営に伴う発掘調介
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Fig. 74 第2号溝出土遺物実測図
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山口大学構内遺跡調査要項

山口大学埋蔵文化財資料館規則

（設置）

第 1条 山口大学に山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）を置く。

（資料館の業務）

第 2条 資料館は、学内の共同利用施設として、次の各号に掲げる業務を行なう。

山口大学構内等から出土した埋蔵文化財の収蔵・展示および調査研究

二 山口大学構内等における埋蔵文化財の発掘調査並びに報告書の刊行

三 その他埋蔵文化財に関する必要な業務

（運営委員会）

第 3条 資料館に関する事項を審議するため、山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

2 委員会に関する規則は、別に定める。

（館長）

第 4条 資料館に館長を置く。館長は委員会の議を経て学長が委嘱する。

2 館長の任期は 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、資料館の業務を掌理する。

（調査員）

第 5条 資料館には調査員若干名を置く。

2 調査員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

3 調査員は、資料館の業務を処理する。

（特別調杏員）

第 6条 埋蔵文化財に関する特別な分野の調査研究を行なうため、資料館に特別調杏員若

干名を置くことができる。

2 特別調査員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

（雑則）

第 7条 この規則に定めるもののほか、資料館に必要な事項は別に定める。
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山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会規則

（趣旨）

第 1条 この規則は、山口大学埋蔵文化財資料館規則（以下「資料館規則」という。）第

3条第 2項の規定に基づき、山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し、必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第 2条 委員会は次の事項を審議する。

山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）に関する基本的なこと。

― 資料館の管理運営に関すること。

ー 資料館の整備充実に関すること。

四 資料館の運営に要する経費に関すること。

五 その他必要な事項

（組織）

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

資料館規則第 4条第 1項の館長

二 各学部および教養部の教官各 l名

三事務局長

2 前項第 2号の委員は、それぞれの部局の推薦に基づいて学長が委嘱する。

（任期）

第 4条 前条第 1項第 2号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

（委員長）

第 5条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。

2 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

（幹事）

第 6条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。

（委員以外の出席）

第 7条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。

（事務）

第 8条 委員会の事務は、庶務部庶務課において処理する。
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（雑則）

第 9条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定め

る。

Tab. 6 山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会委員

（昭和63年度）

部局名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医学部 黄 基雄 教 授 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 委員長・館長

人文学部 中村友博 助教授 昭62. 5. zg~ 平元. 5. 28 

教育学部 三浦 肇 教 授 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 

経済学部 及川 順 教 授 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 

理学部 村上清文 助 手 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 

工学部 島 散史 教 授 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 

農学部 藤田則之 教 授 昭62. 4. 1~ 平元. 3. 31 

教養部 木村忠夫 教 授 昭62. 4. l -平元. 3. 31 

事務局 有地成光 事務局長 昭63. 4. l~ 

（平成元年度）

部局名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医学部 黄 基雄 教 授 平元. 4. 1~ 平 2. 3. 31 未女 員 長

人文学部 近藤喬一 教 授 平元. 4. l~ 平 3. 3. 31 館 長

人文学部 中村友博 助教授 平元. 5. 29~ 平 3. 5. 28 

教育学部 川村博忠 教 授 平元. 4. l~ 平 3. 3. 31 

経済学部 小島正己 教 授 平元. 4. 1~ 平 3. 3. 31 

理学部 遠藤克彦 助教授 平元. 4. 1~ 平 3. 3. 31 

工学部 島 散史 教 授 平元. 4. l~ 平 3. 3. 31 

農学部 時本 .±t:. 己~己,』 教 授 平元. 4. 1~ 平 3. 3. 31 

教養部 木村忠夫 教 授 平元. 4. 1~ 平 3. 3. 31 

事務局 有地成光 事務局長

Tab. 7 山口大学埋蔵文化財資料館特別調介員

学部等 氏 名 官 職 寸宙 攻 等 備 考

人文学部 中村友博 助教授 日 本 考 古 足子 昭和63・ 平成元年度

教育学部 三浦 肇 教 授 地 理 ,,,_,. 子 昭和63・ 平成元年度

理学部 松本征夫 教 授 岩 石 ,,,,. 子 昭和63・ 平成元年度

農学部 勝本 謙 助教授 植 物 分 類 ,,,.,. 子 昭和63・ 平成元年度
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山口大学構内の主な調査

吉田構内 Tab. 8 山口大学構内の主な調介一覧表

調査
旧調査地区名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調径
備 考 文献

年度 占ヽ• • ヽ (rrl) 区分

昭和
第 I 地区 A B 区

41年
L・M・N-15 l 30 7 弥生竪穴住居・ 柱穴

弥生土器、土師器、
事前
調査担当

須恵器 小野忠煕

第 I1地区家畜病院新営
S・T-19 

溝、柱穴
弥生土器、土師器、

2 2,000 ，， ,, 
R S -20 瓦質士器、須恵器

第 II 地 区 P・Q -19・20 3 弥生士器、士師器 試掘 ,,,. 

弥生溝•土城、 弥生士器、土師器、

第 W 地区牛舎新営 S-10 4 300 古墳竪穴住居、 須恵器、瓦質土器、 事前 ,, 

中世住居跡・溝 陶磁器

第 N 地 区 S・T-9 -13 5 試掘 ,, 

昭和 弥生土器、土師器、

42年 第 m 地区杭列区 E-20 6 

11,100 

杭列 須恵器、瓦質土器 事前 ，， 

矢板状木杭

第 ill 地 区 南 区 G・H-22・23 河川跡、柱穴
縄文士器、弥生士器、

7 ,, ,, 
木器、石器

第 ill 地 区 北 区 I・J -20・21 8 1,400 
竪穴住居、溝、土城、

，，， ,,. 
柱穴

第 m 地区東南区
H-23 ， 弥生竪穴住居 弥生士器 ,, ,, 
I・J・K -24 

I -22・23 

第 m 地区野球場 J -21・22・23 10 中世柱穴 瓦質士器 試掘 ,,. 

K-22・23 

第 V 地区学生食堂 I・J -19・20 11 弥生溝、古墳土城 弥生士器、土師器 事前 ケ ① 

H・I・J・K・ 調査担当

第 V 地 区 L・M・N- 12 河川跡、柱穴、士城 弥生士器、土師器 試掘 山口大学吉田遺跡

18・19・20 調査団

第 I 地 区 C 区 土師器、須恵器、
事前K・L-14 13 600 竪穴住居、溝、士城 1/ 

大 巫子 本 部 新 営 瓦質土器

昭和
第 V 地区教育学部 河川跡

弥生土器、土師器、
試掘 ,, 

44年 須恵器

昭和 第 I地区 D 区第 1地点 K-13 14 溝 弥生土器 ,, ~ 

46年
第 I地区 D 区第 2地点 L-13 15 

弥牛士器、土師器、 ，， ,, 
瓦質土器

第 I地区 D 区第 3地点 L・M-13 16 
竪穴住居、士城、

柱穴、
土師器 ，， ,, 

第 I地区 D 区第 4 地点 M・N-13 
弥生竪穴住居、溝、 弥生土器、土師器、

17 ケ ,, 
士壊 瓦質土器、石器

第 I地区 D 区第 5地点 L -13 18 弥生溝 弥生士器 ,, ケ

第 I地区 D 区第 6 地点 M-13 
古墳竪穴住居、 弥生土器、士師器

19 ,(, ，，， 

弥生溝 石器

第 I地区 D 区第 7地点 M-13 20 溝 弥生土器 ，， ,, 

第 I 地区 E 区 弥生～古墳竪穴住居、
弥生士器、土師器、

N 0-15 21 900 須恵器、瓦質士器、 事前 ，， 
第 2 学生食堂新営 土壊、溝、柱穴

石器、鉄製品

昭和
第 II 地 区 弥牛士器 試掘 ，， 

50年

昭和
第 m 地 区 竪穴住居

弥生士器、士師器、
ケ

51年 須恵器

※文献① 山口大学吉田遺跡調介団『吉田遺跡発掘調介概報』（山口大学、 1976年）
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調査
調 査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
考 文献

年度 点 (rrf) 区分
備

昭和 人文学部校舎新営 M・N-21 22 180 試掘 調査担当近藤喬一 未刊

53年
教 育 足子 部 属 縄文土器

山口大学埋蔵文化
附 A・B・C・D-

溝、土城 財資料館・山口市23 ，， 
養 護 ,,,. 子 校 新 営 20~24 弥生土器

教育委員会

昭和 理学部校舎新営 0-18・19 24 250 -1-

54年 農学部動物舎新営 P-18・19 25 380 ，， 

溝、士壊、柱穴、
弥生士器、士師器、 年報

本部管理棟新営 L -14 26 740 中世井戸、土壊墓、 事前

住居跡
石製品 VII 

昭和 経済学部校舎新営 K・L -21 27 ，， 未刊

55年 農学部農業観測
Q-15 溝、土城28 50 ,, 

実験施設新営

E・F -15・16 

本 部 環 境 整 備 F -20・21 29 立会

G・H -12・19 

L・M-12・13 

農学部環境整備
N・0・P-10-

30 .. 
12 

P Q-17・18 

昭和
教育学部校舎新営

56年
H-19 31 

弥生竪穴住居
弥生士器、石製品 事前400 

土壊、溝、柱穴

教育学部音楽棟新営 H-16 32 100 溝 ,,. 

教育学部美術科• 技
J -19・20 旧河川、溝、柱穴

縄文士器、弥生土器、
33 130 ,,. 

術科実験実習棟新営 須恵器、士師器

正 門 橋 脚 新 営 H-11 34 立会

時 計 塔 埋 苔l1X几 I -14 35 ，，， 年報

本部構内擁壁取設 K-14 36 ，， I 

教養部構内擁壁取設 1-16・17 37 ,, 工法等変吏

構内循環道路舗装
J・K・L・M-15 

38 
M・N-16 

農学部中庭整備 0-17 39 ,,. 

暖 房 施 ニAlt几 改 修 0-16 40 ~ 工法等変更

学生部文化会車庫新営 L-8 41 ,,. 工法等変吏

学生部馬場整備 M・N-8・9 42 ,, 

昭和
附属図書館増築

弥生～古墳溝、 弥生土器、士師器、
事前

57年
M-16 43 600 

須恵器、石器土壊、柱穴、杭列

大 足子 会 館 新 営 M-14・15 44 130 弥生竪穴住居、溝 弥牛土器 試掘

教育学部附属養護
B-22 

学校プール新営
45 立会

年報

放射性同位元索総合 II 

実験室排水桝新営
0-18 46 ，，， 

教 養部自転車置場
K・L -17 47 ，， 

昇 降□ 新営

教 養 部 中 庭
J・K-16 48 -I' 

環 境 整 備

昭和 弥生士器、士師器、

58年 古墳井戸、土城、 須恵器、輸入陶磁器、

大 ,,.,,. 子 会 館 新 営 M・N-13 49 2,000 柱穴、中世井戸、 国産陶器、瓦質土器、 事前

掘立柱建物 瓦器、緑釉陶器、 年報

木簡、石器 m 

ラ グ ピ ー場 弥生溝、弥生～古墳 弥牛土器、士師器、 竪穴住居は上法変
G・H-19 50 120 ~ 

防球ネッ ト新営 竪穴住居、士壊 石製品 更により現地保存
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調査
調 査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 ‘占’’‘ 
(rrf) 区分

昭和
理学部大学院校舎新営

M・N-20 
51 410 立会

58年 0-19・20 

正門• 南門二輪車置場
H・I -23 

およぴ正門花壇新営
I -12・13 52 180 ,, 

J -13 

学生部アーチェリー
M-8 年報53 30 ，，， 

場 的台・電柱設置
ill 

学生部厩舎整備 L-7 54 2 ,, 

学 生 部 野 球 場 J -21 
55 ,, 

散 水 栓 取 忌R)t几 K-22 

I -16・17 

教養部環境整備 J -17 56 80 ,, 

K・L -17・18 

学生部テニスコート改修
C-18、D-17

57 12 ,(, 

E-16 

昭和 大学会館ケープル布設 N-12・14 58 160 弥生士城、柱穴 弥生土器 事前

59年 弥生～中世遺物包含 弥生土器、土師器、

大学会館排水管布設
層、古墳土城、古代 須恵器、青磁、白磁、 ,, 

K・L-13 59 180 
～中世土壊、溝、柱 瓦質土器

穴 年報

B-17・18 N 

学生部テニスコート C-16・17・18・19 古墳以降の遺物包含

改 修
60 25 層 士師器 試掘

フ 工 ン ス D-15・16・17 

E-15・16 

経済学部樹木移植 K-19・20・21 61 8 M~A ぢ

昭和
弥生～中世遺物包含

縄文土器、弥生士器、

60年
層、弥生堅穴住居、

士師器、須恵器、

L -14 瓦質土器、輪入磁器、
大学会館環境整備 62 592 貯蔵穴、土城、古代 試掘

L・M・N-15 
～近世土壊、溝、

国産陶磁器、土製品、

柱穴
石斧、原石、鉄器、

窯壁

経済学部環境整備（樹木移植） K -21, L -20 63 5 y→ー・ムエ

農学部附属農場飼料
須恵器、土師器、

園排水溝修復整備
R-16-19 64 30 古代末～中世河川跡 輸入陶磁器、輔口、

石器、鉄滓 ,,. 

農学部附属農場農道改修 V-15・16 65 325 ，， 

教育学部前庭環境整備（樹木移植） I・J -19・20 66 430 ,, 年報

中央ボイラー棟車止設置 0・P -16 67 2. 5 須恵器 ,, V 

大学会館環境整備
弥生土器、土師器、

（樹木移植）
L・M-15 68 ， 須恵器、石鍋、砥 ,,. 

石、鉄滓

交 通 標 識 臣JtJt几
置 J -20, N-14 

69 3 ,, 
0-18 

農学部解剖実習棟周辺環境整
P・Q-17・18 

備（実験動物運動場設置）
70 16 ,,. 

理学部環境整備（藤棚設置） N-20・21 71 4 ,, 

農学部附属家畜病院舗装 S・T-19 72 270 ,, 

昭和 弥生土器、土師器、須

61年
国際交流会館新営 N-22・23 73 70 

弥生～古墳河川跡 恵器、瓦質士器、須恵
試掘

中世～近世溝 質士器、陶磁器、鉄砲 年報

玉、加工痕ある剥片 VI 

山口銀行現金自動支払機設営
I・J -19・20 11 包含層（河川跡か） 弥生土器 リ」ームェ

（電線路埋設）
74 
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調査
査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度
調

点 (rrl) 区分

昭和 農学部附属農場農道整備 S-20, U-19 75 165 中世溝、柱穴 土師器、瓦質士器 jL→ーム, ぢ 工法等変更

61年 農学部附属農場農道
L-10 

交通規制 76 2 
Q-15・16 ~ 

（施錠ポール設置）

正門横 （水田内） 境界

杭 設置
I -10 77 0.25 包含層か ，，， 

経 済学部環境整備
M-20 ,, 

（樹木移植・記念碑建立）
78 3 

吉 田 構 内 交 通
H-23, J -9, 

P-22, S -20, 79 3 須恵器 ，，， 

標 識 吾"3l几 置
W-16 

弥生土器、土師器、
山n市教育委員会

市道神郷 l 号線およ 古墳・ 古代溝、
須恵器（墨書のある

山口大学埋蔵文化

び問田神郷線の送水 80 2,100 古代河川跡、 ,, 財資料館
知巳 埋 至n几又 弥生包含層

もの含む）瓦質土器、

製塩士器、石斧、板石
年報

教養部自動販売機埋設 VI 

（屋根設置および観覧席移動）
K・L-18 81 3.5 

教養部身体障害者用

スロープ取設
L -15・16 82 3 ,, 

経済学部散水栓取設 L・M-20 83 4 ，，， 

吉 出構内水泳プール E・F-16 
84 26.5 包含層 ケ

改 修 等 H-15 

農学部附属農場水道
S -12 

管埋設
85 3 ，，， 

吉 田構内汚水排水管 M-18 
土師質土器86 15 5 ,,. 

等 総 改 修 0-15・16 

本部身体障害者用

スロープ取設
L -14 87 12 ，，， 

経済学部身体障害者用 K-20 
弥生～古墳柱穴88 88 T法等変史

ス ロ プ 取 設 L-18-20 

附属図書館荷物運搬用
弥牛土器L-16 89 8 ，，， 

ス ロ プ 取 奴呈几

教養部 37番教室改修 K-16 90 1 ，， 

昭和 教育学部附属教育実践 プランク、削器、
事前

62年 研究指導センター新営
K-18 91 240 

植物遺体

教養部複合棟新営 J、K-17、18 埋甕土城、溝、柱穴
士師器、須恵器、

試掘92 35 
土師質土器、石斧

教養部環境整備 I、J-16 93 30 溝状遺構 弥生士器 →ヽ^[ー_ムェ

洛し穴、河川跡、竪穴 縄文十．器、土師器、

教養部複合棟新営 J、K-17、18
住居、土壊、溝、井戸、 須恵器、土師質土器、

事前94 900 
埋甕土城、掘立柱建 須恵質士器、陶磁器、

物跡、谷状遺構、柱穴 石鏃、石斧、木製品

九田川河川改修 B、C-17 95 20 立会 県教委、山大埋文 年報

国際交流会館新営
M-23 w 

96 195 ~ 

N-22、23

教育学部附属養護学校
B-21 97 45 ，，， 

自 転車置場移設

農学部附属農場E7圃場排水管
弥生土器、土師器、

L、N-12 98 45 中世土城墓か 須恵器、輸入白磁、 ,, 
埋設及び E6圃場進入路拡幅

国産磁器、敲石

農 学 部 植 栽 N-17 99 3 -I' 

経済学部集水桝取設 K-20 100 0.5 ，，， 
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調査 地 面積
物
調査

備 考 文献遺‘ 構 遺調 査 名 構内地区割
点... (rrf) 区分年度

昭和 教養部複合棟新営に伴う
I -16 101 l 包含層か 立会

63年 自転車置場移設

国際交流会館新営に伴う 河川跡（溝か）、
弥生土器、須恵器 ,,. 0-22 102 35 

排 水 管 埋 至n几又 包含層
年報

教養部複合棟新営に伴
J -18 103 1 ，' 

＂ うケ プル埋設

サッカー・ラグビー場 F-19, G-19 
104 25 性格不明 弥生土器 & 

改 修 H 19・20 

消 防 用 水 設 置 K・L・M 22 105 7.5 ，， 

小串構内

調査
査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度
調

点 (rrf) 区分

昭和
医学部体育館新営

土師器、瓦質土器、
試掘

58年
l 260 

年報石器

医学部図書館増築 2 _~ I/_ ムぢ III 

医学部体育館新営 3 ~ 

昭和
医学部浄化槽新営 近世溝

土師器、瓦質土器、
事前4 

磁器59年

医学部体育館新営
士師器、瓦質士器、

5 65 ~ 

磁器 年報

医学部基幹整備
動物遺体（貝殻） 試掘

N 

（特裔受変電設備）
6 28 

医学部臨床講義棟・
，，， 7 38 

病理解剖棟新営

昭和
医学部外来診療棟新営

土師質士器、瓦質
試掘8 409 

60年 土器、陶磁器

医学部基礎研究棟新営 ， 11 近世陶器 ,, 

医学部看護婦宿舎改修 近世陶磁器 _」l/_ーム74 
年報

10 25 

医学部看護婦宿舎改修
V 

11 20 ,,. 

医学部環境整備
12 40 ,,. 

（樹木移植）

昭和 医学部附属病院外来
，， 13 5 

61年 診 療 棟 新 営 年報

医学部附属病院外来診療棟周辺 VI 
14 18 ,, 

環境整備等 （雨水桝埋設）

昭和 医学部附属病院東駐車場改修 15 6 ，， 

62年 削器・ ナイフ形石器
年報

医学部附属病院病棟新営 16 104 
細石刃核

試掘 VI 

昭和 二次加工のある剥片・

63年
医学部附属病院

使用痕のある剥片・

17 300 剥片・敲石・礫・原石 リ」ームェ
病 棟 新 営

土師器、土師質土器、
年報

瓦質士器、掏磁器
VII 

医学部附属病院
18 220 ，，， 

運 動 場 整 備
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常盤構内

調査
調 怪 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 点 (rd) 区分

昭和 工学部校舎新営 1 70 須恵器 試掘 年報

58年 工学部図書館増築 2 70 ，，， m 
昭和 上学部尾山宿舎

Jl~. A ぢ
年報

20 
59年 排 水 タ巳℃ 布 至R又几 N 

昭和 工学部尾山宿舎
年報65 ~ 

60年 擁 壁 取 三""-几 等

工学部受水槽改修
V 

3 1. 5 ,, 

昭和 上学部尾山宿舎
6 ~ 

61年 排 水 管 改 修

_[学部身体障害者用
29 年報4 ,, 

ス ロ プ 取 設

情報処理センター
VI 

（常盤センター） 5 30 ,, 

空 調 至虹几 備 取 設

昭和
上学部焼却炉上歴新営

年報
6 225 ,, 

63年 VID 

亀山構内

調在
調 査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 ‘占’’‘ 
(nf) 区分

昭和
教育学部附属山口小・ 古墳竪穴住居、

士師器、須恵器、
年報

58年 1 60 瓦質士器、瓦、石製 試掘
幼稚園運動場整備 溝状遺構 m 

品、木製品

昭和 教育学部附属山口小
~ v_ ムぢ2 l 

60年 学校散水栓改修

教育学部附属山 n中 年報
3 2 ，， 

学 校球技コート整備 V 

教育学部附属幼稚園
4 1 -1-

環境整備 （樹木移植）

昭和
幼稚園・小学校

縄文土器、弥生土器、

61年 57 中世士城か 士師器、須恵器、瓦

教育学部山口附属学
部分

質士器、土師質土器、
5 ケ

校 汚水排水管布設
河川跡か

陶磁器、不明鉄製品、 年報

中学校部分 20 石鏃、剥片、植物遺 VI 
杭列

休

教育学部附属 LlJ□ 小
6 0 5 ，，， 

学 校 季早 柱 移 AX 百几

昭和 教育学部附属幼稚園 年報
7 40 ケ

62年 遊 戯 -二工 拡 張 w 
昭和 教育学部附属山口中学校吊内

35 包含層 七師器、磁器、剥片
年報

8 ，，， 

63年 消火栓設備改修 VIII 

光構内

調査
調 査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調杏
備 考 文献

年度
‘占’’‘ 
（対） 区分

昭和 教育学部附属光小
近世～近代石垣

瓦質士器、陶磁器、
試掘

年報

58年 学校自転車置場移設
1 

瓦 III 

昭和 教育学部附属光小・
~1/. h. :L.< 

年報

59年 中学校焼却炉新営
2 

VI 
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調査 地 面積
調 査 名 構内地区割

調査

年度 点 (nf) 
遺 構 遺 物 備 考 文献

区分

昭和 教育学部附属光中

60年 学 校 外 灯 改 修
3 1 士師器 JL」ーム;z:, 

年報

V 

昭和 教育学部附属光小学校創立

61年 記念事業（プロンズ像建立）
4 2 5 土師器、須恵器 ケ

年報

VI 

昭和

62年
教育学部附属光中学校

弥生土器、士師器、

グラウンド防球ネット設置
5 2 瓦質士器、土師質土 ,, 御手洗湾採集

年報

器、瓦
VI 

昭和 教育学部附属光小 土師器、士師質士器

63年 学校遊器具移設
6 10 

陶磁器
ケ

教育学部附属光小
土師器、士師質士器、

年報

学校屋外スピーカー設置
7 0.5 須恵器、瓦器、瓦質 ，' 御手洗湾採集

¥111 

土器、陶磁器、土錘

その他の構内

調査
調 査 名 構内地区割

地 面積
遺 構 遺 物

調査
備 考 文献

年度 ‘占’’‘ 
(rrl) 区分

昭和 学生部ボート艇庫
宇部市小野湖 立会

59年 合宿研修所整備
0.5 

年報

学生部ヨット艇庫
吉敦郡秋穂町

N 

合宿研修所整備
~ 

昭和
熊野荘給湯機器取設 山口市熊野町

年報
7 ,, 

60年 V 

昭和 湯田宿舎給水管改修 山口市湯田温泉 35 杭 .. 
61年 経済学部宿舎公共下 山口市旭通り 1 土師質士器 6号宿舎

年報
ケ

水 道 切 替山口市水の上町 瓦 2号宿舎
VJ 

7 ，，， 

昭和
経済学部宿舎公共下

須恵器、士師器、土
7号宿舎 年報

63年
水 道切替

山口市白石 1 師質土器、瓦質土器、 ，， 

陶磁器
採集 珊

※ 昭和41年以降、吉田構内においては工事に際し、随時継続的に調奇を実施しているが、昭和52年以前の吉田遺跡調介団の

調在分については調介名をすべて把握しているわけでなく、注意されたい。
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Summary 

This report accounts the results of archaeological researches in twelve excavated areas 

located on campus in 1987. 

As Appendix, it carries another report of excavation "the Preserved Site" on the Yoshida 

campus in 1986・1987, and in relation to the construction of the Administration Office No.2. 

Yamaguchi University Archaeological Museum was established as part of the crossfaculties 

public facilities of the University in 1978. We refer to a plan from the conference of the 

Management Committee first and gain approval. We then carried out the research in 

relation to the construction work on campus. That's why our reserches are helpful to 

reconstruct the past society,environment and so on. 

The current year we carried out researches as follow: 

1 Examinations under construction 

(1) Examinations under construction on the Yosida campus 

As for the establishment of the new bicyle parking at the are of Faculty of Liberal 

Arts and the laying drain pipes at the International Hall, we found each layer 

containing artifacts. In the former we could not find any artifact, but we confirmed a 

layer guessing to contain some objects for it contained much carbon. In the latter 

we found two different layers daiting from the Yayoi to the Kofun period containing 

a few Yayoi potteries and Sue wares. Besides, we discovered a small ditch or river 

flowing from northwest to southeast. 

We also found layer contained much carbon in relation to the repair of soccer and 

rugby football court. By synthetically judging from the result of the past excavation 

around here, it is pointed out that this layer is soils of dwelling pit or pit for burial 

and so on. So this construction was practiced in order not to destroy the said ruins. 

Also, a river daiting from the Kofun to the Nara period was unearthed as for the 

establishment of the fireplug at the south-end on this campus. And we found same 

layers contained artifacts in the late Jomon period discovered at the area of Faculty 

of Liberal Arts. It was confirmed that the distribution of this layers remained 

around the south on the Yosida campus. 

(2) Examinations under construction on the Kogushi campus 

We found retouched flakes, used flakes, flakes, hammerstones, stone materials, pebbles 

and so on. We guess that these stone tools belong to the Paleolithic age by the form 
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of stone implements, a great variety of the quality. It becomes circumstantial evidence 

that obvious artifacts in the Jomon period are uncovered, too. 

(3) Examinations under construction on the Tokiwa campus 

We c叫 dnot find any structural remains and artifacts for cutting of the ground 

around here. 

(4) Examinations under construction on the Kameyama campus 

We found a few Haji wares, porcelains and stone flakes in the secondary accumlating 

layers. Putting some examinations till now together, we knew here were at least 

several layers contained artifact dating from the Jomon to the Edo period. 

(5) Examinations under construction on the Hikari campus 

As for the installation of the playing utensils, we found some Haji wares and 

porcelains and so on, But these mostly belonged to the time dating from the modern 

to the present. Besides we picked out many artifacts (Haji wares, Sue wares ceramics 

porcelains, Ga ware, clay weight, and so on) dating from the Kofun to the Edo 

period on the beach of Mitarai Bay. 

(6) Examinations under construction on the another campus 

We could not find any structural remains and artifacts . by excavation at the 

Faculty of Economics'Dormitory. But, we picked up many artifacts dating from 

the Medieval to the Modern, we guess there are some unknown ruins around here. 

We found many structural remains and artifacts by excavation at "the Preserved Site" 

on the Yoshida campus in 1986・1987. As to structural remains, there are four dwelling 

pits dating from the middle Yayoi to the early Kofun period, eighteen pit for burials in 

the middle and late Yaoi period, a ditch in the Kofun period, a river dating from the Kofun 

to the Nara period. One of dwelling pits in the middle Yaoi period, have a ditch in arcs 

round it, we think that some space round a ditch is the area of the residence of one house. 

Besides, jar, pot, pedestaled bowl enearthed from dwelling pits No.20, are worthy of notice 

as assemblage of remains in the Early middle Yayoi period. 

By the excavation in relation to the construction of the Administration Of£ice No. 2, we 

discovered settlement associated with a well, pit burial within a ditch in the Muromachi 

period. It became a precious example that we could understand dwelling pattern of wealthy 

farmers in the Middle Ages. 
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Fig. 90 山口大学吉田構内地区割および調査区位置図
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Fig. 91 山口大学小串構内調査区位置図
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Fig. 93 山口大学亀山構内（幼稚園・小学校）調査区位置図
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Fig. 94 山口大学亀山構内（中学校）調査区位蹴図
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Fig. 95 山口大学光構内調査区位買図
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